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報

今月の主な話題 − 今月の表紙 −
　11月15日、須屋八幡宮秋の例大
祭で須屋神楽が奉納されました。
神事の後、保存会が７つの舞を奉
納。子ども神楽では西合志南小学
校の児童が太鼓と笛の音に合わせ
て舞を披露し、地域の安全を祈願
しました。神楽は１月1日午前０時
からの初詣でも奉納されます。



　

西
合
志
中
央
小
学
校
で
は
、
21
年

前
か
ら
３
〜
６
年
生
の
食
育
の
一
環

と
し
て
米
作
り
（
も
ち
米
）
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
５
年
生
を
中
心

に
、
稲
の
種
ま
き
、
田
植
え
、
か
か

し
作
り
、
稲
刈
り
を
し
、
収
穫
し
た

米
で
餅
つ
き
を
し
て
食
べ
ま
す
。
こ

の
活
動
を
支
え
る
の
は
、
保
護
者
41

人
で
つ
く
る
「
米
作
り
委
員
会
」
と

地
元
農
家
、
Ｊ
Ａ
な
ど
。
学
校
だ
け

で
は
難
し
い
取
り
組
み
も
、
保
護
者

や
地
域
の
協
力
で
実
践
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

田
植
え
と
稲
刈
り
に
は
毎
年
30
人

以
上
の
米
作
り
委
員
（
保
護
者
）
が

参
加
。
ほ
か
に
も
真
夏
の
草
取
り
や

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
か
か
し
の
設

置
、
さ
ま
ざ
ま
な
下
準
備
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
忙
し
い
日
常
生
活
の
合
間
を

縫
っ
て
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

保
護
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

西
合
志
中
央
小
学
校

地
域
の
産
業
を
経
験
し
て

米
の
大
切
さ
・
農
業
の
大
変
さ
を
知
る

地域とつくる学校教育のいま
現在、市内の小中学校では教科の授業以外に、地域住民の協力を得てさまざま
な体験学習を取り入れています。どんな取り組みなのか、２つの小学校の取り
組みを紹介し、その目的や効果、本市が目指す学校教育について考えます。

西合志中央小学校

緒
お が た

方 紀
と し え

江 校長

「みんなが育てたお米から作ったお餅だ

よ」「わぁー！」餅が配られると、児童か

ら大歓声が上がりました。この体験活動

をとおして、児童は食や勤労などさまざ

まなことを学び、考えていきます。活動

を支援してくださる皆さんには感謝の気

持ちでいっぱいです。
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中央小ＰＴＡ 米作り委員会

永
な が た

田 知
と も み

美 委員長（大池）

西
に し だ

田 光
ひ か り

梨 さん
（５年生）

工
く ど う

藤 楓
か

菜
な

 さん
（５年生）

地元農家やＪＡの皆さんの協力を得て、私たち

米作り委員会は子どもたちの米作りを応援して

います。事前準備や日程調整はとても大変です

が、子どもたちにはこの体験を通して米作りの

大変さ、食の大切さを知ってもらい、農家の皆

さんに対する感謝の気持ちを持ってもらえたら

うれしいですね。

地震のあとはしばらくご飯が

食べられませんでした。久し

ぶりに食べたご飯はすごくお

いしかったです。まいた種が

たくさん実っておいしく大切

に食べてもらいたいです。

種まき、田植え、稲かりなど

いろいろな過程をふむことが

分かりました。農家の方が一

生けん命作られていることが

分かったので、残さず食べて

いきたいです。

子どもたち
の

米作り体験
記

10／11
稲刈り

11／20
餅つき(中央小祭り)

5／25
稲の種まき

6／23
田植え

7／22
かかし作り

保護者が児童の稲刈りを補助

30人以上の保護者が集まり協力しています

もち米は丸餅やぜんざいにして振る舞われ、
12月の給食では「おこわ」にも使われます
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合
志
南
小
学
校
で
は
９
年
前
か

ら
南
小
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実

施
。
土
曜
授
業
、
そ
し
て
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
一
環
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

将
来
を
考
え
る
手
助
け
を
し
て
い

ま
す
。

　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
南
っ
子
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
呼
び
掛
け
、
地

域
の
大
人
た
ち
が
講
師
と
し
て
教
室

を
訪
問
。
子
ど
も
た
ち
は
、
講
師
に

よ
る
職
業
紹
介
や
体
験
を
通
じ
て

身
近
な
大
人
が
ど
の
よ
う
に
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
、
仕
事
内
容
や
思
い

に
触
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
も
の
作

り
や
科
学
実
験
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

昔
遊
び
や
国
際
交
流
な
ど
、
学
校
全

体
に
36
も
の
体
験
ブ
ー
ス
を
設
置
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
は
１
２
５
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
１
１
７
人

の
保
護
者
が
協
力
し
、
学
校
、
保
護

者
、
地
域
が
連
携
し
た
大
掛
か
り
な

取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

合
志
南
小
学
校

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
が

将
来
を
考
え
る
材
料
に

４年前から保護者の職業体験を取り入れました。地域の皆さ

ん、南っ子支援ボランティアの会、学校、保護者が協力して

取り組んでいます。「目に見えないところで自分の生活がさま

ざまな仕事に支えられていること」「その中でどういう仕事を

したいか」など、子どもたちが考えるきっかけにしてほしい

です。また、合志市外から転入した人も多いので、子どもに

限らずこの活動を通して地域に人の輪を広げ、次の世代につ

ないでいきたいです。

合志南小ＰＴＡ

圓
えんじょうじ

城寺 豊
ゆたか

 会長（黒石原）

【体験内容】	 1国際交流　2フラダンス　3新聞作り　4クリスマスツリー作り　5美容師の仕事　6警察の仕事　7介護の仕事
	 8エコ体験（ごみの分別・パッカー車乗車体験など）

2

7

8 6 5

4

1

3
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フェスティバルの企画や講師依頼、事前準備、当日の運営を行ないました。子ども

たちにとって、身近な人の仕事を知り何かを教わるという経験はプラスになるし、

人とのつながりを生みます。児童約900人を相手にするこのイベントは大変です

が、学校中の子どもたちの笑顔を見て「やってよかった」と毎年思います。フェス

ティバル以外でも、学校が求める人材と「何か協力したいけど、どうしたらいいか

分からない」という人･団体を結ぶパイプ役として活動しています。学校と地域を

より広く深くつなぎ、みんなが輝ける地域づくりに役立てたらうれしいですね。

南っ子支援ボランティアの会　地域コーディネーター

左 上
う え の

野 育
い く お

夫さん（群）・右 川
かわばた

畑 愛
あ い こ

子さん（桜路）　

熊本県警察本部刑事部鑑識課

竹
たけはら

原 茂
しげ

範
のり

さん（黒石原）と警察犬ナイキ

茶道裏千家

樋
ひ ぐ ち

口 キクヱさん（すずかけ台）

すずかけ台自治会
の皆さん

いろんな仕事を知るいい機会だと思

います。講師として参加しました

が、私も保護者の一人です。子ども

たちに警察の仕事を知ってもらうと

ともに、娘が警察官としての父親を

見て誇りに思ってくれたらうれしい

ですね。

●６年生「国際理解・世界が100人の村だったら」

自分はふつうにご飯を食べたり水を飲んだり、おかしを食

べたいだけ食べられます。でも、世界には食べ物すらあま

りなく、多い人数で少ない量を食べないといけないところ

もあるのに、自分は何も考えないで食べてきたなと思いま

す。今日からはむだづかいのないように生活したいと思い

ます。ありがとうございました。

●６年生「歯科医師体験」虫歯を見つけるのが大変だったけど、歯医者さんはそれを
見つけて治療するのですごいと思いました。友達の歯を見
るのが楽しかったです。歯は自分の体を支えることができ
るほどかたいと知ってびっくりしました。とてもいい経験
になったと思います。

11月18日、このような活動が認められ、合志
南小学校ＰＴＡは平成28年度優良ＰＴＡ文部
科学大臣表彰を受けました。

●５年生「警察の仕事」

警察犬をテレビでしか見たことがなく本当に見たのは初めて

でした。命令などをきいて、とてもすごいと思いました。鑑

識体験では初めて自分の指紋をとってみたり、初めて手錠を

さわってみたりしてすごいと思いました。いそがしいときに

本当にありがとうございました。

地域コーディネーターの

声掛けで茶道の講師をし

ました。子どもたちとの

時間はとても楽しく、たく

さんの元気をもらいまし

た。来年もまた参加した

いです。

竹馬・お手玉などの昔遊びや、グラウンド

ゴルフ・車輪回しなどのスポーツ体験では、

私たちだけでなくいくつもの地元地区や団

体が参加しました。子どもたちと接するう

ちに顔見知りになり、自然と笑顔になりま

す。これからも私たちにできることは協力

していきたいです。

子どもたち
の声

（抜粋）
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家
庭
・
学
校
・
地
域
が
育
む

子
ど
も
た
ち
の
＂生
き
る
力＂

豊
か
な
体
験
が
育
む
も
の

　

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

な
ど
社
会
構
造
が
大
き
く
変
容

し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
「
※

知

識
基
盤
社
会
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

知
識
基
盤
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

｢

確
か
な

学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」「
健
康
・

体
力
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
生
き
る
力
を
育
成
す
る
に

は
、
校
内
で
行
な
わ
れ
る
授
業
だ

け
で
は
な
く
、
集
団
宿
泊
教
室
・

職
場
体
験
研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
体
験
学
習
や
、
地
域

性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
体
験
学
習
な

ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
豊

か
な
自
然
や
地
域
住
民
と
触
れ
合

い
、
学
校
の
学
習
だ
け
で
は
学
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
力

を
身
に
付
け
、
環
境
を
大
切
に
す

る
心
や
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の

心
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
学
習
や
地
域
性
を

生
か
し
た
取
り
組
み
は
、
家
庭
や

地
域
の
人
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、

よ
り
高
い
効
果
を
生
み
ま
す
。
家

庭
や
地
域
と
の
連
携
を
強
め
る
た

め
、学
校
は｢

開
か
れ
た
学
校｣

づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
知
識
基
盤
社
会

新
し
い
知
識
や
技
能
が
、
活
動
の
基

盤
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
重
要

に
な
る
社
会
。
知
識
の
習
得
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
生
か
す
柔
軟
な
思
考

力･

判
断
力･

応
用
力
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

学
校
と
地
域
が
つ
く
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

　

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下

が
心
配
さ
れ
る
中
、
学
校
と
地
域

の
結
び
つ
き
が
あ
ら
た
め
て
重
視
さ

れ
、
教
育
改
革
の
柱
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

る
仕
組
み
と
し
て
、
本
市
で
も
平

成
24
年
度
か
ら
「
合
志
版
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
推
進
。
学
校

と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
て
「
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
へ
の
参
加
を
促
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
た
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
授
業
で
の
体
験
活
動
や
児

童
・
生
徒
の
登
下
校
見
守
り
、
本

の
読
み
聞
か
せ
、
放
課
後
の
補
充
指

導
、
環
境
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
の
深
い
関
わ
り

は
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
住

民
、
教
職
員
な
ど
、
そ
こ
に
関
わ

る
全
て
の
人
の
自
発
的
な
学
び
と

成
長
を
促
し
、
ひ
い
て
は
子
ど
も

た
ち
を
守
り
、
地
域
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
核
（
結
び
つ
き
を
深
め
る
場
）

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
学
校
教
育

　

少
子
化
・
核
家
族
化
が
急
速
に

進
み
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

ま
す
ま
す
希
薄
化
し
て
い
る
現

代
。
他
方
で
は
、
国
際
化
に
適
切

に
対
応
で
き
る
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
必
要
と
な
る
生
き
る
力

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
、

「
未
来
を
拓
く
心
豊
か
な
人
材
を

共
に
育
む
」
と
い
う
教
育
テ
ー
マ

を
設
定
。「
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

を
育
み
、
夢
の
実
現
を
目
指
す
」

と
い
う
学
校
教
育
目
標
の
も
と
次

の
３
つ
の
重
点
取
り
組
み
を
掲

げ
、
学
力
向
上
や
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　

学
力
向
上
、
自
尊
感
情
の
育

成
、
円
滑
な
小
中
学
校
の
接
続
、

不
登
校
な
ど
、
解
決
が
求
め
ら
れ

る
い
く
つ
も
の
教
育
課
題
。
そ
の

効
果
的
な
解
決
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
教
育
活
動
の
柱
と
し
て
き
た
小

中
連
携
を
軸
に
、
市
教
育
委
員
会

は
「
小
中
一
貫
教
育
」
の
導
入
を

進
め
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
教

職
員
が
学
校
の
垣
根
を
越
え
、
一

体
と
な
っ
て｢

目
指
す
子
ど
も
像｣

を
共
有
。
義
務
教
育
９
年
間
を
通

し
た
系
統
的
な
教
育
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
推

進
校
と
し
て
指
定
さ
れ
た
西
合
志

中
学
校
区
で
は
、
そ
の
在
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
の

導
入
に
先
駆
け
て
試
行
的
な
取
り

組
み
を
実
施
。
得
ら
れ
た
成
果
と

課
題
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
学

校
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
に
関
わ
り
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
力
を
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
効
果
的
な
教
育
を
行
な

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市教育委員会 学校教育課

田
た な か

中 正
まさひろ

浩 教育審議員

惠
え の う

濃 裕
ゆ う じ

司 教育長

①
小
中
連
携
を
軸
に
教
育
活
動

の
充
実
を
図
る

②
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
で
魅
力
の

あ
る
）教
育
環
境
を
創
造
し
、

潤
い
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る

③
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、

教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
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子
ど
も
た
ち
の

輝
く
笑
顔
た
め
に

　

大
人
が
望
む
の
は
、
子
ど
も

た
ち
が
現
在
だ
け
で
な
く
、
大

き
く
な
っ
て
も
輝
く
笑
顔
で
い

ら
れ
る
こ
と
。
そ
の
笑
顔
を
次

の
世
代
、
そ
の
ま
た
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

　

大
切
な
の
は
、
大
人
が
決
め

た
枠
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
生
き
方

に
つ
い
て
自
分
で
考
え
、
自
分

の
意
思
で
道
を
選
び
、
自
分
の

力
で
毎
日
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の
前
を

素
通
り
す
る
の
で
は
な
く
、「
お

は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
近
所
の
子
は
＂よ
そ
の
子＂

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

住
む
地
域
で
、
私
た
ち
全
員
で

育
む
子
ど
も
た
ち
で
す
。
一
人

一
人
に
名
前
が
あ
り
、
人
格
が

あ
り
、
意
思
が
あ
り
ま
す
。
顔

見
知
り
に
な
れ
ば
、
少
し
ず
つ

互
い
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、
人

に
愛
着
が
湧
け
ば
地
域
に
も
愛

着
が
湧
い
て
き
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
を
愛
す
る

　

子
ど
も
た
ち
は
学
校
や
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
誰
か

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
人
と

人
が
協
力
す
る
尊
さ
を
学
び
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
続
け

る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
聴
き
、
受
け
止
め
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
こ
と
を

経
験
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
。
今
回
紹
介
し
た
２
つ
の
小

学
校
の
取
り
組
み
は
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
協
力
し
て
そ

れ
を
実
践
し
た
も
の
で
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
他
の
学
校

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
な
わ

れ
て
お
り
、
学
校
と
地
域
の
連

携
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
小
さ
な
行
動

は
、
地
域
の
中
で
大
き
な
取
り

組
み
に
つ
な
が
り
、
そ
の
積
み

重
ね
が
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
愛
す
る
」
と
い
う
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
愛
の
あ
る
優
し
い
地

域
。
そ
れ
を
つ
く
る
力
は
、
私

た
ち
全
員
に
あ
り
ま
す
。
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仲間×笑顔
健康のまち

合志市ウオーキング大会・KOSHI健康まつり

月
30
日
、
農
業
公
園
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク
で
合
志
市
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
大
会
と
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
健

康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
熊

本
地
震
か
ら
約
半
年
。
住
民
の
心

と
体
の
復
興
を
願
っ
て
「
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
に
は
約
１
、
４
０
０
人

が
、
健
康
ま
つ
り
に
は
約
８
、
０

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

秋
の
合
志
路
を
歩
く
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会
で
は
、
５
㌔
・
10
㌔
・

20
㌔
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
あ

ぜ
道
や
菊
池
恵
楓
園
の
並
木
道
、

竹
迫
城
跡
公
園
な
ど
を
散
策
。
秋

晴
れ
の
中
、
参
加
者
は
自
然
と
笑

顔
に
な
り
、
仲
間
や
家
族
と
ゆ
っ

く
り
歩
き
な
が
ら
美
し
い
景
色
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

10

ウオーキング
大会

6

2

1

7 5 3

4
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一
方
健
康
ま
つ
り
で
は
、
祭
り

と
し
て
は
珍
し
い
講
演
中
心
の
ス

テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
熊
本
大
学
の
都
竹
茂
樹
先
生

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座
に
始
ま

り
、
菊
池
養
生
園
が
脳
ト
レ
・
体

操
法
や
ヨ
ガ
講
習
で
日
ご
ろ
か
ら

で
き
る
健
康
法
を
紹
介
。
ま
た
、

ダ
ン
ス
ヴ
ォ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
Ｅ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
吉
田
輝
幸
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
や
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
島
田
裕
之
さ
ん
の
認
知
症

予
防
に
関
す
る
講
演
会
で
は
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
人
が
集
ま
り
、
来

場
者
の
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
体
を
動
か
せ
る
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、

熊
本
電
鉄
株
式
会
社
に
よ
る
バ
ス

の
乗
り
方
教
室
、
環
境
問
題
を
テ

ー
マ
に
し
た
エ
コ
ま
つ
り
も
実

施
。
ス
ポ
ー
ツ
や
バ
ス
の
乗
車
体

験
、
も
の
作
り
、
ご
み
分
別
ク
イ

ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

訪
れ
た
大
人
も
子
ど
も
も
笑
顔
が

絶
え
な
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

1〜7 カントリーパークを出発し市内をウオーキングする参加者　8 � ふあふ
あ遊具やスポーツレクリエーションを楽しむ子どもたち　9 ドライバー気分も
味わえるバスの乗車体験　� � 地元飲食店も自慢の腕をふるった　� エコまつ
り恒例「リサイクル自転車抽選会」　� 健康講座で体を動かす来場者　� 講師
の1人･熊本大学の都竹茂樹先生

ＫＯＳＨＩ
健康まつり

15

14

9 8

11

12 10

13
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国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
に
従
事
す
る
登

録
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
統
計
調
査
員
の
仕
事

①
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
（
説
明
会
）
へ
の
出

席
、
調
査
内
容
の
理
解

②
担
当
調
査
区
の
範
囲
と
調
査
対
象
の
確

認
③
調
査
対
象
へ
の
記
入
依
頼
・
調
査
票
の
配

付
（
記
入
方
法
の
説
明
）

④
記
入
さ
れ
た
調
査
票
の
回
収

⑤
集
め
た
調
査
票
の
審
査
・
整
理

⑥
調
査
票
な
ど
調
査
関
係
書
類
の
提
出

●
登
録
要
件

◦
市
内
で
の
調
査
活
動
が
可
能
な
、
原
則
満

20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
健
康
な
人

◦
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る

人
◦
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ
る
人

◦
警
察
、
税
務
、
興
信
所
な
ど
の
業
務
に
従

事
し
て
お
ら
ず
、
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
人

●
登
録
方
法

　

統
計
調
査
員
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。

　

調
査
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
、
各
種
統

計
調
査
（
年
数
回
）
の
際
に
、
優
先
し
て
調

査
業
務
の
依
頼
を
行
な
い
ま
す
。

※
任
期
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
登
録
し
て
い
る

人
は
、
再
度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
や
店
舗
の
復

旧
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
か
か
っ
た
場

合
、
費
用
の
一
部
を
５
万
円
分
の
商
品
券
で

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
工
事

前
や
工
事
中
の
人
は
、
事
前
の
手
続
き
を
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
事
前
手
続
き
に
必
要
な
書
類

◦
申
請
書

◦
見
積
書

◦
工
事
前
の
建
物
全
体
と
工
事
予
定
箇
所

の
写
真

◦
建
物
の
場
所
が
分
か
る
地
図

※
詳
し
く
は
申
請
書
裏
面
の
案
内
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
事
前
手
続
き
が
済
ん
だ
ら

　

平
成
29
年
12
月
31
日
㈰
ま
で
に
工
事
を

完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

●
工
事
完
了
後

　

工
事
完
了
か
ら
１
カ
月
以
内
に
完
了
報
告

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

５
万
円
分
の
商
品
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

あ
な
た
も
登
録
し
ま
せ
ん
か

統
計
調
査
の
登
録
調
査
員
募
集

自
宅
や
店
舗
な
ど
の
復
旧
工
事
を
予
定
し
て
い
る
人
へ

災
害
復
興
商
品
券
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

企
画
課　

企
画
広
報
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

商
工
振
興
課（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

●
申
請
期
限
　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

●
申
請
書
・
チ
ラ
シ
配
布
場
所

　

合
志
庁
舎
（
商
工
振
興
課
）、
西
合
志
庁

舎
、
各
支
所
、　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●平成29年度実施予定の主な統計調査

統計調査名 調査期日

労働力調査 毎月末日

工業統計調査 平成29年  6月1日

就業構造基本調査 平成29年10月1日

住宅・土地統計調査
（単位区設定）

平成30年  2月1日

※各調査について、詳しくは総務省・経済産
業省のホームページなどをご覧ください。

対象外の工事もあります。
詳しくはチラシや市ホーム
ページをご確認ください。

応急修理制度や生活再建支
援制度と同時に利用するこ
とはできません。

　

商
品
券
を
使
え
る
店
舗
は
随
時
更
新
し
て

い
ま
す
。

　

最
新
の
取
扱
店
一
覧
は
商
工
振
興
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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日
本
人
女
性
の
12
人
に
１
人
が

乳
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
※
１
）

　

乳
が
ん
は
乳
房
に
あ
る
乳
腺
に
で
き
る
悪

性
腫
瘍
で
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
特
に
40
代
〜
50
代
で
か
か
り
や

す
く
、
年
間
約
５
万
人
が
乳
が
ん
を
発
症

し
、
約
１
万
人
が
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

※
１　

出
典
『
地
域
が
ん
登
録
全
国
統
計
に
よ
る
２
０

１
１
年
の
が
ん
罹
患
デ
ー
タ
』
独
立
行
政
法
人
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

乳
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

95
％
以
上
が
治
癒
し
ま
す
（
※
２
）

　

多
く
の
が
ん
は
２
年
に
１
度
の
検
診
で
早

期
発
見
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
中
に
は
急
激

に
大
き
く
な
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
異
常
を

感
じ
た
ら
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
下
表
の
と
お
り
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
施
設
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
た
め
に
、
大
切
な
人
の
た
め
に
、
２
年

に
１
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
２　

出
典
『
が
ん
の
統
計
’15
』
公
益
財
団
法
人
が
ん

研
究
振
興
財
団

定
期
検
診
と
あ
わ
せ
て

自
己
検
診
も
忘
れ
ず
に

　

自
己
検
診
は
生
理
が
終
わ
っ
た

後
、
４
日
〜
５
日
目
が
適
当
で
す
。

毎
月
、
日
を
決
め
て
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
自
己
検
診
だ
け
で
は
見
つ

か
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
必
ず

定
期
検
診
と
と
も
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

●
申
込
方
法

　

本
年
度
の
申
し
込
み
が
ま
だ
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
申
込
期
限
ま
で
に
各
庁
舎
・
支

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
12
月
28
日
㈬

乳がんの危険因子
●40歳以上の人　　　●未婚の人
●高齢初産の人（出産をしていない人）
●初潮が早い、または閉経が遅い人
●肥満の人（閉経後）
●血縁者に乳がんになった人がいる
●良性の乳腺疾患になったことがある
●乳がんになったことがある
●閉経後ホルモン補充療法・経口避妊薬使用の経験があ

る（欧米では危険因子とされていますが日本人でははっきり
していません）

申
込
期
限
間
近

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
康
推
進
班（
西
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

反対の手の指で、乳房と脇の下にしこりがないか、
乳首をつまんで分泌物がないかどうかチェック

乳房のひきつれ
や左右差などな
いか、鏡の前でチ
ェック

仰向けになって
肩の後ろにタオ
ルを敷き、乳房や
脇の下のしこりを
チェック

お風呂ではスポンジやタ
オルを使わず、泡立てた
石けんなどをつけて手の
指でチェック

種別 対象年齢 検査項目
自己負担額

検診期限 検診機関
69歳以下 70歳以上

乳
が
ん

31歳以上
（S61.4.1
以前生まれ）

31〜39歳
問診・視触診・乳房超音波検査 1,500円 —

平成29年
２月末

庄嶋医院
三隅内科医院
くまもと乳腺・胃腸外科病院

※１庄嶋医院、三隅内科医院のみ
※２くまもと乳腺・胃腸外科病院のみ

40歳以上※１

問診・視触診・乳房超音波検査 1,500円 500円

40歳以上※２

問診・視触診・マンモグラフィ 2,600円 2,000円

子
宮
頸
が
ん

20歳以上
（H9.4.1 以
前生まれ）

問診・内診・細胞診 1,700円 600円

池田クリニック
片岡産婦人科医院
北熊本井上産婦人科医院
菊陽レディースクリニック
ちが産婦人科医院
朝日野総合病院健診センター
慈恵病院

●平成28年度乳がん検診・子宮頸がん検診

❶

❸

❷

❹
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア

ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭
文
字

を
つ
な
げ
た
言
葉
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
性
の
在
り
方
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
の
総
称
で
す
。

　

９
月
30
日
、
と
も
に
拓
く
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｉ
Ｑ
の
会
く
ま
も
と
代
表
、

今
坂
洋
志
さ
ん
を
招
い
て
、
人
権

教
育
講
演
会
「
な
ぜ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

問
題
は
人
権
の
問
題
な
の
で
し
ょ

う
か
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
人
権
教
育
推
進
協
議
会
社
会
教

育
部
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
当

日
は
１
０
５
人
が
来
場
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
基
本
的
な
説
明
だ
け
で
な
く

当
事
者
の
生
の
声
を
聞
く
貴
重
な

機
会
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
今
坂
さ
ん
は
、
性
教
育

の
研
究
・
啓
発
活
動
と
と
も
に
、

多
様
な
性
の
在
り
方
を
持
つ
人
た

ち
が
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
て
啓
発
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

今
坂
さ
ん
の
講
演
よ
り

　

人
は
多
様
に
生
ま
れ
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
違
う
顔
や
体
型
、
肌
や

髪
や
目
の
色
、
性
格
や
行
動
パ
タ

ー
ン
、
飲
食
物
の
嗜
好
、
自
分
が

選
び
取
っ
て
い
る
性
に
関
す
る
文

化
な
ど
の
ほ
か
、
実
は
人
の
性
も

多
様
で
す
。
人
に
は
「
男
と
女
」

と
い
う
２
つ
の
性
別
で
く
く
ら
れ

な
い
多
様
な
性
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
性
を
持
っ
て
生

ま
れ
よ
う
と
も
そ
の
一
人
ひ
と
り

が
他
の
大
多
数
の
人
と
同
様
に
人

間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
社
会
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

相
手
の
立
場
を
考
え
、
一
人
ひ

と
り
の
違
い
を
認
め
合
い
、
支
え

合
っ
て
い
く
人
権
の
輪
の
広
が
り

が
大
切
で
す
。

受
講
者
の
声
（
抜
粋
）

◦
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を
初
め

て
聞
き
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す

い
講
演
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の
体
験
談
な
ど
も
聞
け
て
よ
か

っ
た
で
す
。

◦
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
３
人
の
方

の
語
り
、
す
ご
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
話
さ
れ
る

ま
で
に
き
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と

と
向
き
合
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

◦
知
ら
な
い
こ
と
は
、
相
手
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と

実
感
し
ま
し
た
。
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
お
互
い
に
認
め
合
っ

て
い
け
る
社
会
が
、
本
当
の
意

味
で
人
権
を
大
切
に
し
て
い
く

社
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
人
材
育
成
と
創
業

支
援
を
目
的
と
し
て
、
映
画
「
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
」、

「
踊
る
大
捜
査
線
」
や
数
多
く
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
Ｃ
Ｇ
な
ど
を
企
画
・

制
作
し
て
い
る
株
式
会
社
ロ
ボ
ッ

ト
（
本
社･

東
京
）
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
昨
年
度
か
ら
本
市
と
共

に
「
合
志
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
」

を
実
施
し
て
お
り
、
企
画
・
演

出
・
映
像
編
集
に
関
す
る
講
師
を

務
め
る
な
ど
事
業
連
携
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
本
市
か

ら
多
く
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
輩
出

す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
や
企
業

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制
作
す
る
な

ど
地
域
産
業
の
活
性
化
や
若
者
の

雇
用
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

合
志
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
と
は

　

コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
へ
の
就

労
・
創
業
を
目
指
す
人
や
映
像
・
Ｃ
Ｍ

制
作
を
学
び
た
い
人
を
対
象
と
し

た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
講
座
で
す
。

㈱
ロ
ボ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
映
像
制
作
に
必
要
な
知
識
と
編
集

技
術
を
、
市
商
工
会
と
地
域
金
融
機

関
が
創
業
に
必
要
な
知
識
を
指
導
し

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
と
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て

㈱
ロ
ボ
ッ
ト
と
包
括
連
携
協
定

人
権
教
育
講
演
会
を
開
き
ま
し
た

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う

●
問
い
合
わ
せ
先	

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

	

☎
２
４
８（
５
５
５
５
）

●
問
い
合
わ
せ
先	

人
権
教
育
推
進
協
議
会　

社
会
教
育
部
会（
人
権
啓
発
教
育
課
内
）

	

☎
２
４
２（
１
１
９
０
）今坂先生の講演に真剣に耳を傾け、多様

な性の在り方について学ぶ参加者たち

荒木市長(左)と㈱ロボットの加太孝明社長

▲ ▲若者たちが
みずみずしい感
性で熊本の魅力
を発信する技術
を学んでいます
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「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
を

初
め
て
耳
に
し
た
の
は
約
20
年
前
で

す
。
教
育
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
こ

ろ
、
後
輩
が
所
属
し
て
い
た
県
男
女
共

同
参
画
課
（
当
時
は
係
）
を
知
っ
た
と

き
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
「
男
女
平
等
」

や
「
レ
デ
ィ
’80
」
な
ど
の
言
葉
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
共
同
参
画

と
い
う
言
葉
は
初
め
て
で
し
た
。
ま

た
、
参
画
は
参
加
と
違
っ
て
計
画
の
段

階
か
ら
参
加
す
る
の
で
参
画
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
、
男
女
平
等
と
い
っ
て
も
表
面
的
で

あ
る
こ
と
も
多
く
、
高
校
２
年
生
の
こ

ろ
、
物
理
の
先
生
か
ら
「
女
は
物
理
な

ん
か
勉
強
せ
ん
で
よ
か
。
は
よ
嫁
に
行

け
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、「
今
時
ま

だ
そ
ん
な
人
が
い
る
の
か
」
と
び
っ
く

り
し
、
同
時
に
悲
し
く
な
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
今
だ
っ
た
ら
人
権
問

題
で
す
。
そ
の
後
も
管
理
職
に
な
り
た

て
の
こ
ろ
に
、
電
話
で
「
女
じ
ゃ
な
く

男
を
出
せ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
私
は
英
語
教
師
で
す
が
、
20
年

ほ
ど
前
か
ら
中
学
校
の
英
語
の
教
科
書

で
は
、
無
意
識
に
男
性
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
「m

an

」
と
い
う
単
語
は
、
世
界
的

傾
向
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
す
。

　

日
本
語
で
も
、「
婦
人
」
で
は
な
く

「
女
性
」
を
使
い
ま
す
し
、「
父
兄
」
で

は
な
く
「
保
護
者
」
で
す
。
男
女
平
等

と
言
わ
れ
る
教
員
の
世
界
に
い
て
も
な

お
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
に
関
す
る
人
権

課
題
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

張
り
合
う
の
で
は
な
く
、
全
て
の
人

が
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
と
し

て
、
教
え
子
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
仲

良
く
人
生
を
歩
め
る
真
の
男
女
共
同
参

画
時
代
で
幸
せ
に
生
き
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

男女共同参画推進懇話会

委員　末
すえつぐ

次 佐
さ よ こ

代子

素
敵
な
人
生
　
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

合志市非常勤職員募集
平成29年１月31日㈫まで（平成28年度任用の職種は別途記載の期限
まで）に、申込書（各問い合わせ先に有り）・写真付き履歴書・資格証
明書などの写しを提出してください。書類審査と面接により選考しま
す。詳しくはお尋ねください。●平成28年度任用

●平成29年度任用（H29.4.1〜）

職　種 募集
人数 業務内容 勤務先 勤務日数・時間 報　酬 条件資格・申込期限

① 保健師
（H29.2.1〜） 1人

介護予防事業、総合
事業、包括支援セン
ター庶務

高齢者支援課
（西合志庁舎）

週５日
8：30〜17：15

日額
7,600円

保健師免許
普通自動車運転免許
●申込期限
　平成29年1月20日㈮

② 学校給食調理員
（H29.1.1〜） １人

学校給食調理、野菜
洗浄裁断、食器等洗
浄、食材点検、清掃

旧西合志地区の
学校給食調理場
または学校給食

センター

月15日以内
8：15〜16：15
※勤務場所により20

分程度違い有り

時給
830円

条件資格なし
●申込期限
　12月16日㈮

職　種 募集
人数 業務内容 勤務先 勤務日数・時間 報　酬 条件資格

③ 保健師 １人
介護予防事業、総合
事業、包括支援セン
ター庶務

高齢者支援課
（西合志庁舎）

月16日
8：30〜17：15

日額
7,600円

保健師免許
普通自動車運転免許

④ 介護支援専門員 ２人
程度

介護予防給付、介護
予防ケアマネジメント

日額
8,800円

介護支援専門員資格
普通自動車運転免許

⑤ 介護認定調査員 ２人
程度

要介護認定の訪問
調査

月15日
8：30〜17：15

日額
7,200円

看護師･保健師･介護支援
専門員のいずれかまたは介
護認定調査、介護現場で
の勤務経験を有する人(要
普通自動車運転免許)

●申し込み・問い合わせ先	 ①③④	高齢者支援課　包括支援センター班（西合志庁舎）　☎242-1124　
	 ②	学校給食センター　☎248-2102
	 ⑤	高齢者支援課　高齢者保険班（西合志庁舎）　☎242-1109

●c
チ ェ ア パ ー ソ ン

hairperson 
　（議長）

● f
ファイアー

i r e fi
ファイター

ghter 
　（消防士）

●p
ポ リ ー ス

olice o
オフィサー

fficer 
　（警察官）

●c
キ ャ ビ ン

abin a
ア テ ン ダ ン ト

ttendant 
　（客室乗務員）
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市職員の給与などを公表します

職員の任免、職員数と給与などの状況

●問い合わせ先
　総務課　人事班（合志庁舎）☎248-1112

職員の服務の状況
　全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のため勤務し、職務遂行に当た
っては全力で専念しなければなりません。
　職員には、命令に従う・秘密を守る義務や信用失墜行為・争議行為の禁止、営
利企業などの従事・政治行為の制限などが課せられています。

部門別職員数の状況と主な増減理由	 （各年　4月１日現在）

職員の任免・職員数

区　分 職員数
H27.4.１現在

採用者数
(H27.4.2〜H28.4.1採用)

退職者数
(H27.4.1〜H28.3.31退職)

職員数
H28.4.１現在

一  般  職 293人 20人 15人 298人

技能労務職   25人   0人   0人   25人

合　　　計 318人 20人 15人 323人
※採用者数、退職者数には派遣職員を含みます。

職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成28年度 306人 1,141,518千円 159,564千円 438,461千円 1,739,543千円 5,685千円
※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された額です。

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況	 （平成28年4月1日現在）

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

314,300円 346,266円 41歳11月 327,500円 342,264円 49歳6月

職員の初任給の状況	 （平成28年4月1日現在）

区　分 試験区分
合　志　市 国

決定初任給 採用2年経過日
給 料 額 初　任　給 採用2年経過日

給 料 額

一般行政職
大学卒 176,700円 188,600円 176,700円 188,600円

高校卒 144,600円 153,000円 144,600円 153,000円

技能労務職 高校卒 144,600円 153,000円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況	 （平成28年4月1日現在）

区　分 学歴区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 249,300円 278,000円 323,320円

高校卒 213,050円 260,000円 297,941円

技能労務職 高校卒 213,050円 253,850円 294,500円

一般行政職の級別職員数の状況	 （平成28年4月1日現在）

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

標 準 的 な
職 務 分 類 主  事 主　事 主　幹

主　査 主　幹 課　長
補　佐

次　長
課　長 部　長

職　員　数 31人 25人 71人 33人 45人 27人 9人

構　成　比 12.8％ 10.4％ 29.5％ 13.7％ 18.7％ 11.2％ 3.7％
※一般行政職員とは、一般職のうち公営企業職員などを除いた職員です。

職員手当の状況
区分 合　志　市 国

勤
勉
手
当

期
末
手
当

（平成27年度支給割合）
	 期末手当	 勤勉手当
  6月期	 1.225月分	  0.750月分
12月期	 1.375月分	 0.850月分
    計	 2.600月分	  1.600月分
職務上の段階、職務の 
級などによる加算措置	 有　　

（平成27年度支給割合）
	 期末手当	 勤勉手当
  6月期	 1.225月分	 0.750月分
12月期	 1.375月分	 0.850月分
   計	 2.600月分	 1.600月分
職務上の段階、職務の
級などによる加算措置	 有　　

退
職
手
当

平成28年4月1日現在
（支給率）
勤務年数	 自己都合　	 勧奨・定年　
勤続20年	 20.445月分	25.55625月分
勤続25年	 29.145月分	 34.58250月分
勤続35年	 41.325月分	49.59000月分
最高限度額	 49.590月分	49.59000月分

（その他の加算措置）
退職時　定年前早期退職特例措置
　　　　2〜45％加算
特別昇給　　無

平成28年4月1日現在
（支給率）
勤務年数	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	20.445月分	 25.55625月分
勤続25年	29.145月分	 34.58250月分
勤続35年	41.325月分	 49.59000月分
最高限度額	 49.590月分	 49.59000月分

（その他の加算措置）
退職時　定年前早期退職特例措置
　　　　2〜45％加算
特別昇給　　無

特別職の報酬の状況
区　　　分 給　料　月　額　など

給　　料
市　長
副市長
教育長

825,000円
634,000円
565,000円

報　　酬

議　長
副議長
委員長
議　員

440,000円
390,000円
380,000円
370,000円

期末手当

市　長
副市長
教育長

（平成27年度支給割合）
	 6月期	 1.225月分
	 12月期	 1.375月分
	 計　	 2.600月分

議　長
副議長
委員長
議　員

（平成27年度支給割合）
	 6月期	 1.225月分
	 12月期	 1.375月分
	 計　	 2.600月分

職　　員　　数 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由

平成27年 平成28年

一 般 行 政
部 　 門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

4人
93人
23人
28人
20人

15人
6人

27人

5人
95人
25人
29人
21人

14人
8人

28人

1人
2人
2人
1人
1人

△1人
2人
1人

業務増による人員増
業務増による人員増
業務増による人員増
業務増による人員増
業務増による人員増

事務の統廃合による人員減
業務増による人員増
業務増による人員増

小　 計 216人 225人 9人

特 別 行 政
部　　 門

教　　育
消　　防

65人 63人 △2人 事務の民間委託による人員減

小　 計 65人 63人  △2人

公営企業等
会 計 部 門

病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他

9人

8人
20人

9人

6人
20人

△2人 事務の民間委託による人員減

小　 計 37人 35人 △2人

合　計 318人 323人 5人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間

年次有給休暇の取得状況	 （平成27年1月1日〜平成27年12月31日）

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 12：00〜13：00

総付与日数 総使用日数 全対象職員数 平均使用日数

11,728日 2,878日 318人 9.1日

職員の分限及び懲戒処分の状況
処分者数	 （平成27年4月1日〜平成28年3月31日）

処分の種類 処分者数 処分事由

分限処分

免　職 0人

休　職 3人 心身の故障

降　任 0人

懲戒処分

免　職 0人

停　職 0人

減　給 1人 信用失墜行為

戒　告 0人

職員の研修の状況
研修の実施状況	 （平成27年4月1日〜平成28年3月31日　総務課所管分）

区　　分 研　　修　　名 受講者数

中央等研修
早稲田大学人材マネジメント部会
市町村アカデミー研修
行政管理講座研修

3人
2人

16人

県研修協議会主催研修

新規採用職員研修
新規採用職員フォローアップ研修
新任課長研修
新任係長研修
一般職員（1部）研修
一般職員（2部）研修
各種専門研修
各種IT研修

14人
14人
8人

12人
4人

13人
10人
6人

その他研修 実務研修など 7人

職員全体研修

官民連携推進職員研修（全5回）
人権教育
人事評価研修
新規採用職員研修（全8回）
新規採用職員自衛隊研修

20人
35人

270人
14人
15人

職員の福祉の状況
健康診断の状況	 （平成27年4月1日〜平成28年3月31日）

区　分 対象者数 受診者数 備　　考

人間ドック 276人 119人 対象：30歳以上の職員

定期健康診断 321人 227人 受診者には人間ドック受診者を含む
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まちづくりシリーズ⑫

重点区域土地利用計画の実現に向けて

動き出した竹迫土地区画整理事業

●問い合わせ先	 政策課　政策班（合志庁舎）
	 ☎248‐1028

生
活
の
利
便
性
に

南
北
の
格
差

　

昭
和
46
年
５
月
、
本
市
全
域
が

熊
本
都
市
計
画
区
域
に
決
定
さ

れ
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。
市
街

化
区
域
は
熊
本
市
と
隣
接
す
る
南

部
地
域
の
一
部
で
す
。
そ
の
用
途

は
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
地
で
、
面
積

は
市
全
体
の
１
割
に
も
満
た
な
い

広
さ
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
45
年

間
、
都
市
機
能
が
整
い
、
生
活
に

便
利
な
本
市
の
南
部
市
街
化
区
域

に
人
口
が
集
中
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
北
部
の
市
街
化
調
整

区
域
は
ほ
と
ん
ど
が
農
地
で
、
生

鮮
食
品
や
日
用
雑
貨
を
買
う
よ
う

な
商
業
店
舗
を
建
て
る
こ
と
も
難

し
く
、
合
志
小
学
校
・
西
合
志
第

一
小
学
校
校
区
で
は
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

り
相
談
会
」
を
き
っ
か
け
に
、
こ

の
２
つ
の
ハ
ー
ド
ル
の
突
破
口
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
相
談
会
で
は

国
・
県
・
市
が
膝
を
突
き
合
わ
せ
、

「
な
ぜ
市
民
は
市
外
で
買
い
物
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」「
な

ぜ
市
民
生
活
に
必
要
な
商
業
店
舗

さ
え
建
て
ら
れ
な
い
の
か
」「
な
ぜ

市
民
の
要
望
に
沿
っ
た
市
本
来
の

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な
い
の
か
」

な
ど
、
本
市
の
状
況
を
粘
り
強
く

説
明
で
き
、
よ
う
や
く
国･

県
の

理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
と
し
５

月
、
熊
本
都
市
計
画
区
域
の
決
定

以
来
46
年
ぶ
り
に
、
杉
並
台
団
地

の
北
側
か
ら
県
道
大
津
西
合
志
線

ま
で
の
約
65
㌶
を
市
街
化
区
域
に

編
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
生
む

商
業
地
開
発
に
着
手

　

市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
る
区

域
の
う
ち
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株

式
会
社
の
東
側
12
㌶
は
、
地
権
者

で
構
成
す
る
「
合
志
市
竹
迫
地
区

土
地
区
画
整
理
組
合
」
が
事
業
主

体
と
な
り
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
区
に
は
、
都
市
中

核
拠
点
と
し
て
生
活
利
便
施
設
、

余
暇
・
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
交
流
・

物
産
販
売
、
健
康
・
福
祉
の
４
つ

の
ゾ
ー
ン
を
備
え
た
商
業
施
設
を

誘
致
し
、
良
好
な
環
境
で
賑
い
あ

る
商
業
地
、
多
様
な
世
代
が
住
め

る
集
合
住
宅
地
と
し
て
の
開
発
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
７
日

に
は
起
工
式
と
安
全
祈
願
祭
が
行

な
わ
れ
、
平
成
29
年
秋
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

重
点
区
域
土
地
利
用
計
画
に
基

づ
き
、
や
っ
と
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

道
半
ば
で
す
が
、
住
み
よ
い
街
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

す
。
人
口
増
加
の
著
し
い
南
部
の

市
街
化
区
域
と
、
人
口
減
少
・
高

齢
化
が
進
む
北
部
の
市
街
化
調
整

区
域
。
土
地
利
用
上
、
ま
ち
は
非

常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
商
業
に
つ
い
て
は
、
店
舗

面
積
、
従
業
者
数
、
販
売
額
と
も

県
内
14
市
中
最
低
の
値
で
す
。
人

口
が
伸
び
て
い
く
中
で
、
購
買
力

は
他
市
へ
流
れ
、
せ
っ
か
く
の
人

口
増
加
が
財
源
確
保
に
結
び
つ
か

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
迫
地
区
の
有
効
利
用
で

南
北
の
地
域
格
差
を
解
消

　

市
が
土
地
利
用
の
指
針
と
し
て

平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た
「
合

志
市
重
点
区
域
土
地
利
用
計

画
」、
そ
の
中
の
重
点
区
域
の
１
つ

が
竹
迫
地
区
で
す
。
し
か
し
合
志

庁
舎
前
か
ら
南
部
市
街
化
区
域
に

か
け
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
わ
か

っ
て
い
て
も
、「
市
街
化
調
整
区
域

で
あ
る
こ
と
」「
農
地
で
あ
る
こ

と
」
か
ら
、
都
市
計
画
法
や
農
地

法
の
規
制
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は

思
う
よ
う
な
土
地
利
用
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
平
成
25
年
５
月
、
国
土

交
通
省
が
主
催
し
た
「
ま
ち
づ
く

南部に位置する市の面積の
約１割が市街化区域

▲

安
全
祈
願
祭
で
鍬
入
れ
の
儀
を
行
な
う

竹
迫
土
地
区
画
整
理
組
合
の
衛
藤
一
也

理
事
長
（
左
）
と
荒
木
市
長
（
右
）

竹迫地区（日本たばこ産業東側）に整備されるアンビー熊本（仮称）イメージ図

2016.12 広報こうし15



人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
㉚

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

西
合
志
南
中
学
校
の
取
り
組
み

　

本
校
で
は
「
部
落
差
別
問
題
を
柱
に
し
た

人
権
教
育
」
を
中
心
に
据
え
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
楽
し
く
登
校
で
き
、
自
分
の
存
在
意

義
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
分
の
思
い
を
出

し
合
い
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
受

け
止
め
、
自
分
の
思
い
と
重
ね
て
感
想
や
意

見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
班
や
学
級
の
な

か
ま
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
選
ん
だ
進
路
や
生
き
方
に

自
信
を
持
ち
、
そ
の
思
い
を
学
級
の
中
で
語

り
合
い
、
お
互
い
の
生
き
方
や
進
路
選
択
を

尊
重
し
合
う
取
り
組
み
（
進
路
公
開
）
を
全

学
級
で
実
践
し
、「
差
別
を
な
く
す
人
権
尊

重
の
視
点
に
立
っ
た
集
団
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
生
徒
会
の
い
じ
め
防
止
委
員
会

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

い
じ
め
防
止
委
員
会
の
取
り
組
み

　

本
校
に
は
、
生
徒
会
の
委
員
会
の
一
つ
に

い
じ
め
防
止
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。「
人
権

委
員
会
」
な
ど
の
名
称
の
学
校
が
多
い
中
、

本
校
で
は
「
い
じ
め
を
防
ぐ
、
い
じ
め
を
な

く
す
」
と
い
う
活
動
の
目
的
を
明
ら
か
に
し

た
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
委

員
長
の
佐
藤
寿
美
さ
ん
、
副
委
員
長
の
中
村

瑠
那
さ
ん
を
中
心
に
、
各
学
級
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
友
達
同
士
で
言
葉
遣
い
が
悪
い
と
き
が

あ
っ
た
」
と
い
う
昨
年
度
の
反
省
を
受
け

て
、
本
年
度
は
「
相
手
の
気
持
ち
や
変
化
に

気
づ
く
力
を
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

①
「W

h
o
 am

 I

」
ゲ
ー
ム
（
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
好
き
な
○
○
を
聞
い
て
誰
か
当
て
る
）

②
友
達
の
い
い
と
こ
ろ
探
し

③
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
（「
あ
り
が
と
う
」「
お
は

よ
う
」
な
ど
の
よ
う
に
相
手
の
心
を
ぽ
か

ぽ
か
と
温
め
る
言
葉
）
週
間

な
ど
を
提
案
し
た
り
、
学
期
に
一
度
「
あ
な

た
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
は
い
ま

す
か
」「
ク
ラ
ス
の
中
や
学
校
で
お
か
し
い

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
の
「
な

か
ま
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
り

し
て
、
一
緒
に
過
ご
す
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
こ

と
を
も
っ
と
見
つ
め
る
た
め
の
活
動
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
活
動
と
し
て
は
、
欠
席
し
た
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
時
間
割
や
連
絡
事
項
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
た
め
の
「
欠
席
連
絡
カ
ー
ド
」

を
委
員
会
で
作
成
し
、
各
ク
ラ
ス
に
配
付
し

て
そ
れ
を
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
各
学
年
で
行
な
わ
れ
る
人
権
集
会
な

ど
の
企
画
・
運
営
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
校
で
は
毎
年
、
新
入
生
の
歓
迎
遠

足
で
菊
池
恵
楓
園
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

事
前
学
習
と
し
て
、「
菊
池
恵
楓
園
と
は
ど

ん
な
場
所
な
の
か
」「
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
ど

ん
な
病
気
な
の
か
」
な
ど
、
い
じ
め
防
止
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
全
校
生
徒
で
学
習
し

て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
実
際
に
菊
池
恵
楓
園

に
行
き
、
聞
き
取
り
を
し
た
委
員
長
・
副
委

員
長
が
自
ら
感
じ
た
こ
と
を
中
心
に
資
料
を

作
り
、
説
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
学
級

で
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
、
い
じ
め

防
止
委
員
会
の
大
き
な
活
動
で
あ
る
「
部
落

差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
熊

本
県
人
権
子
ど
も
集
会
」
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
が
、
そ
れ
に
代
わ
る

取
り
組
み
が
校
内
で
で
き
な
い
か
と
、
現
在

み
ん
な
で
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「友達のいいところ探し」のアンケート
用紙

委員と協力していじめ防止委員会を運
営する佐藤寿美委員長（左）と中村瑠
那副委員長（右）

委員会では生徒が主体的に話し合い、行動し、今後
の取り組みについて意見を出し合っています
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レターバス
　　12月29日㈭〜平成29年１月３日㈫
　　土日祝日ダイヤで運行します。

●老人憩の家バス停
12月31日㈯〜平成29年１月３日㈫
休館のため県道沿いの路線バス停に停車します。

●みどり館バス停
12月29日㈭〜平成29年１月３日㈫
休館のため停車しません。最寄りの「鹿水」バス停または

「平島」バス停をご利用ください。

●問い合わせ先　企画課　企画広報班（合志庁舎）
　　　　　　　　☎248−1813

循環バス・乗り合いタクシー
　　通常ダイヤで運行します。

市役所・各施設の年末年始の閉庁日・休館日

コミュニティバスの年末年始運行

年末年始のパスポート申請はお早めに
パスポート窓口は12月29日㈭〜平成29年１月３日㈫までお休みです。
パスポートの申請から交付まで９日間必要です。（土日祝日、年末年始は含みません）
十分に余裕を持って申請してください。

●問い合わせ先　市民課（合志庁舎）☎248−1113

施設名 ☎ 閉庁・休館期間

合志市役所　合志庁舎 248-1111

	 12月29日㈭
	 〜1月3日㈫

西合志庁舎 242-1111

泉ヶ丘支所 248-3453

須屋支所 345-4400

ヴィーブル※ 248-5555 復旧工事のため休館中

御代志市民センター 242-1190

	 12月28日㈬
	 〜1月4日㈬

須屋市民センター 346-4112

黒石市民センター 242-2321

三つの木の家 248-6277

野々島公民館 242-1636 建て替えのため休館中

ヴィーブル図書館 248-5754 復旧工事のため休館中

施設名 ☎ 閉庁・休館期間

西合志図書館 242-5555

	 12月28日㈬
	 〜1月4日㈬

みどり館仮設図書館 248-5754
（ヴィーブル図書館）

泉ヶ丘市民センター
図書館

247-1315

泉ヶ丘市民センター
公民館

248-3453

合生文化会館 242-3218 	 12月28日㈬
	 〜1月4日㈬人権ふれあいセンター 248-3893

ふれあい館 242-7000 	 12月29日㈭
	 〜1月3日㈫みどり館 248-0400

老人憩の家 242-2030
	 12月31日㈯
	 〜1月3日㈫

※ウィーブル窓口（施設予約受付）は12月29日㈭〜１月３日㈫までお休みです。
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１人１日当たりの
燃やすごみの量

（４月〜９月）

H27 H28

489g 479g

目標
405g

昨年度より10g減りました

●個人搬入先（持ち込み）
可燃ごみ・可燃性粗大ごみ
◦東部清掃工場（大津町古城1046-2）
　☎293−5245
資源物・埋立ごみ・不燃性粗大ごみ
◦環境美化センター（大津町大津115）
　☎293−1222
※搬入は４トン車以下に限ります。
※所定の手数料が必要です。
※環境美化センターへの可燃ごみの搬入はできません。

●粗大ごみ収集受付
１月収集分の予約受付は12月28日㈬午後５時30分
までにご連絡ください。地区ごとに収集業者が決まっ
ています。詳しくはごみ収集予定表の裏面をご確認く
ださい。

ごみステーションへのごみ出しは朝の8時30分までにお願いします。
清掃工場や環境美化センターに持ち込む場合は次の通り搬入してください。

　市内９つのスーパーなどと提携し、レジ袋を有料化する
ことでマイバッグ持参運動を推進しています。
　昨年度のマイバッグ持参率は81.7％、削減したレジ袋
の枚数は約384万枚になりました。レジ袋は石油からでき
ており、ドラム缶約351本分の石油を節約できたことにな
ります。地球温暖化防止と限りある資源の保護のため、買
い物にはマイバッグを持参しましょう。

●レジ袋削減協力店
熊本ハローデイ菊南店、マルキョウ合志店、コープ熊本合志店、
熊本生鮮市場みずき台店、マックスバリュ永江団地店、きくち
のまんま合志店、クラッシーノこうし、マルショク須屋店、三
河屋スーパー御代志店

粗大ごみ収集連絡先
（電話受付　午前８時〜午後５時30分）
◦㈲宇都宮産業
　☎345−8961　 0120−958−367
◦㈱セイブクリーン
　☎242−0059　 0120−812−583

●し尿汲み取り
12月22日㈭午後５時30分までに業者へ直接連絡し
てください。年内の最終汲み取りは12月28日㈬午後
５時までです。
◦㈱セイブクリーン
　☎242−0059　 0120−812−583
※㈱セイブクリーンでは、粗大ごみ回収やし尿汲み取り

の24時間受付を行なっています。
　http://savegr.com/index.php/katei-jigyosho_1_gomi/

年末年始のごみ収集とし尿汲み取り

年末年始も買い物にはマイバッグを

収集日

12月 １月

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

市
収
集

・可燃
・資源物
・埋立ごみ

市ごみ収集予定表のとおり

個
人
搬
入

東部
清掃工場

◦可燃性粗大ごみ
◦燃やすごみ

午前8時30分〜午後5時 休み
午前8時30分
〜午後5時環境美化

センター

◦不燃性粗大ごみ
◦資源物
◦埋立ごみ

休み

し尿汲み取り 平常 休み 平常どおり 休み 平常どおり

燃やすごみの量を減らしましょう
　４月〜９月までの
１人１日当たりの
燃やすごみの量は、
昨年度同時期と比
べて10㌘減りまし
た。今後も皆さん
のご協力をお願い
します。
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月日 医療機関名 主な診療科目 所　在 ☎

12
月
４
日

古荘医院 内・小 菊池市 0968-25-2046

大森医院 内・麻 竹迫 248-0003

城間クリニック 整 菊池市 0968-25-2506

いしはら皮ふ科クリニック 皮 大津町 293-3003

竹田津歯科医院 歯 大津町 294-0787

すずらん薬局 ー 竹迫 249-2833

12
月
11
日

古賀医院 内・循・小 菊池市 0968-38-2222

平山内科クリニック 内・呼内・ア・緩内 御代志 273-6104

後藤整形外科医院 整・リハ 菊池市 0968-25-2906

松岡耳鼻咽喉科医院 耳 菊陽町 232-5011

たかやまデンタルクリニック 歯 大津町 294-8020

西本真生堂薬局御代志店 ー 御代志 342-4024

12
月
18
日

清原医院 内・小 菊池市 0968-38-2106

ふじおか内科 循内・消内 菊陽町 232-7550

かとう整形外科光の森 整 菊陽町 349-2255

友田皮ふ科医院 皮 幾久富 248-6211

にじの森歯科クリニック 歯 菊陽町 339-8118

武蔵野台薬局 ー 幾久富 248-6160

12
月
23
日

菊池こどもクリニック 小 菊池市 0968-25-1164

宮川内科医院 内・循 栄 248-2155

あらいクリニック 内・外 大津町 293-2358

たに耳鼻咽喉科アレルギー科 耳・ア 菊陽町 233-3387

12
月
25
日

Leeこどもクリニック 小・小外 豊岡 215-5980

旭志石田医院 内・循・神内 菊池市 0968-37-2037

田中医院 内・胃内・外 菊池市 0968-38-7070

副島耳鼻咽喉科クリニック 耳 須屋 249-1777

新谷歯科医院 歯 菊池市 0968-25-2034

大塚調剤薬局 ー 須屋 249-1201

12
月
29
日

いけざわこどもクリニック 小 野々島 242-6633

緒方整形外科医院 整・リウ・リハ 幾久富 248-8181

温耳鼻咽喉科医院 耳 幾久富 248-6188

合志第一病院 内・リハ・神内・血液腫瘍内・緩内 御代志 242-2745

柴田整形外科 整 須屋 346-5500

ナカシマセブンクリニック 内 須屋 288-0777

和み内科診療所 内 栄 248-7534

ひかりヶ丘眼科・内科医院 眼・内 幾久富 348-6305

平山内科クリニック 内・呼内・小・ア 御代志 273-6104

まつもとこどもクリニック 小 須屋 338-8960

みやの小児科 小 幾久富 248-5800

むさし眼科クリニック 眼 幾久富 248-6390

12
月
30
日

川口病院 内・外・整 菊池市 0968-25-2230

菊池眼科 眼 菊池市 0968-25-5678

菊池郡市医師会立病院 内 菊池市 0968-25-2191

岸病院 内・外 菊池市 0968-38-2750

七城木村クリニック 内 菊池市 0968-26-9555

西山医院 内・循・小 菊池市 0968-25-2561

いけざわこどもクリニック 小 野々島 242-6633

ナカシマセブンクリニック 内 須屋 288-0777

月日 医療機関名 主な診療科目 所　在 ☎

12
月
30
日

まつもとこどもクリニック 小 須屋 338-8960

みやの小児科 小 幾久富 248-5800

菊陽台病院 整・内 菊陽町 232-1191

菊陽レディースクリニック 産婦 菊陽町 213-5656

てらしま小児科医院 小・内 菊陽町 232-5151

武蔵しもむら医院 小・内・ア 菊陽町 339-7561

よしもと小児科 小・ア 菊陽町 233-2520

さとう医院 内・小・消 大津町 293-2550

なみかわ小児科 小 大津町 293-1163

12
月
31
日

川口病院 内・外・整 菊池市 0968-25-2230

菊池郡市医師会立病院 内 菊池市 0968-25-2191

岸病院 外 菊池市 0968-38-2750

菊陽台病院 放 菊陽町 232-1191

武蔵しもむら医院 小・内・ア 菊陽町 339-7561

１
月
１
日

川口病院 内・外・整 菊池市 0968-25-2230

菊池郡市医師会立病院 内 菊池市 0968-25-2191

岸病院 内 菊池市 0968-38-2750

菊陽台病院 放 菊陽町 232-1191

１
月
２
日

川口病院 内・外・整 菊池市 0968-25-2230

菊池郡市医師会立病院 内 菊池市 0968-25-2191

岸病院 内 菊池市 0968-38-2750

菊陽台病院 内 菊陽町 232-1191

１
月
３
日

川口病院 内・外・整 菊池市 0968-25-2230

菊池眼科 眼 菊池市 0968-25-5678

菊池郡市医師会立病院 内 菊池市 0968-25-2191

岸病院 外 菊池市 0968-38-2750

いけざわこどもクリニック 小 野々島 242-6633

菊陽台病院 整 菊陽町 232-1191

菊陽レディースクリニック 産婦 菊陽町 213-5656

みよし薬局 ー 野々島 249-1330

１
月
８
日

みやの小児科 小 幾久富 248-5800

しばた内科クリニック 内・呼・消・ア 大津町 293-2050

光の森脳神経外科内科 脳・神内・内 菊陽町 232-7711

黒川産婦人科医院 産・婦 菊池市 0968-25-1071

中村歯科医院 歯 菊池市 0968-37-2300

いちご薬局 ー 幾久富 248-7915

１
月
９
日

宮本内科クリニック 内・小・循 菊池市 0968-25-2047

合志第一病院 内 御代志 242-2745

矢野医院 内・外 菊陽町 232-5266

むさし眼科クリニック 眼 幾久富 248-6390

三恵薬局合志店 ー 御代志 242-4168

武蔵野台薬局 ー 幾久富 248-6160

１
月
15
日

西山医院 内・循・小 菊池市 0968-25-2561

和み内科診療所 内 栄 248-7534

森本整形外科医院 整・リハ・リウ・形 御代志 242-2231

斎藤産婦人科医院 産・婦 菊池市 0968-24-1177

もとだ歯科医院 歯 菊池市 0968-38-6373

休日在宅医
休日開局薬局 ※変更になる場合があります。最新情報は、上記でご確認ください。（歯科と薬局を除く）

　また、受診される際は各医療機関に電話でご確認ください。

菊池郡市医師会テレホンサービス　☎ 0968-25-3300
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市民のひろば

　９月30日、スポーツ吹矢協会熊本合志支部の合志明
公さん（上庄）が、スポーツ吹矢５段までの昇段審査
ができるＡライセンスの資格を取得しました。
　合志さんは６段の資格も保持。全国約５万人の会員
のうち、Ａライセンスと６段両方を取ったのは13番
目、九州では唯一の存在です。夢が叶ったと話す合志
さん。「今まで以上に指導と普及に力を入れ、スポーツ
吹矢の楽しさを広めていきたい」と思いを語りました。

　10月９日、泉ヶ丘の土井良根さん、寺田國明さん、
草野昌幸さん、荒井一也さんが、泉ヶ丘北公園の遊具
などのペンキ塗りを行ないました。４人は遊具がさび
ていることに気づき市に相談。早急な対処が難しかっ
た市に代わり、自分たちでさび落とし･さび止めを行な
った後、市が準備したペンキで遊具を塗り直しました。
　４人は ｢活動が地域の役に立ち、市民と行政の協働
意識が広まるきっかけになれば｣ と思いを話しました。

　10月19日、県庁で平成28年度熊本県交通安全功労
者表彰式が行なわれ、交通指導員の森下孝行さん（御
代志）が一般表彰の部で表彰されました。この賞は、
長年の間交通安全活動を積極的に行ない、交通安全思
想の普及に顕著な功績があった人に贈られます。
　森下さんは現在も、大津地区交通安全協会合志支部
長および交通指導員として交通指導や巡回など、市内
の交通事故防止のため日々活動しています。

スポーツ吹矢の楽しさ広めたい
合志明公さんが高難度Ａライセンスを取得

熊本県テコンドー協会合志支部が活躍
第42回熊日学童オリンピック

地域の公園を美しく
泉ヶ丘の有志が公園遊具の手入れ

交通事故防止に貢献
熊本県交通安全功労者表彰

月５〜６回(金曜午後・日曜午前）ふれあい館で練習中。初心者歓迎。
みんなで楽しみませんか（問合志明公さん☎090-8667-9567）

入賞した熊本県テコンドー協会合志支部の子どもたち４人は普段から公園の清掃などにこまめに取り組んでいます

受賞した森下さん

　８月７日に八代市で開催された熊日学童オリンピッ
クに熊本県テコンドー協会合志支部が出場しました。
団体キョルギ（組手）３位　河野瑛翔 （合志南小５年）
久松功実 （南ヶ丘小５年）・西本頼矢（合志南小３年）
個人キョルギ
優　勝	 芋生駿汰郎（西合志南小４年）・田尻航大（西合志南小

２年）・眞弓陽夢（西合志南小１年）
準優勝	 眞弓絢夢	（西合志南小４年）・西本頼矢（合志南小３年） 

芋生　陵	（西合志南小２年）
３　位	 本田歩夢	（西合志南小２年）
個人プムセ（型）３位　芋生駿汰郎 （西合志南小４年）
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　10月２日から６日、岩手県で行なわれた2016希望郷いわて国体に、菊池農業高校２年の吉永翔司さん（辻）と翔
陽高校３年の菊川将誠さん（須屋）が出場しました。吉永さんは少年ダービー競技で見事優勝を勝ち取り、少年二段階
障害飛越競技でも６位に入賞しました。
菊川さんは少年トップスコア競技で４位、
少年リレー競技で６位、少年スピードア
ンドハンディネス競技で７位となり、出場
した３種目全てで入賞。愛馬と心を一つ
にして、ともに輝かしい結果を残しました。
　また、11月29日から30日に東京都で
行なわれた第66回全日本学生賞典障
害馬術競技大会（全日本インカレ）に
は、翔司さんの兄で日本大学２年の吉
永一篤さんが出場し、個人・団体の両
方で優勝を果たしました。インカレ障害
馬術競技において、同大学からの個人
優勝は歴代６人目。熊本県出身者では
菊池農業高校出身で同校馬術部監督の
塚本親治さん（中林）が成し遂げて以
来32年ぶりの快挙となりました。

　10月21日、市シルバー人材センターが合志庁舎、
西合志庁舎など５つの公共施設周辺の雑草刈り、掃き
掃除、空き缶拾いなどを行ないました。活動には会員
約80人が参加。そろいの黄色のウィンドブレーカーを
着て清掃に取り組みました。
　同センターでは、毎年10月の「シルバーの日」に、
地域貢献とシルバー人材センターの周知・啓発などを
目的としてボランティア美化作業を実施しています。

地域貢献とＰＲ活動
シルバー人材センターが清掃ボランティア

合志庁舎周辺を清掃するシルバー人材センターの皆さん

シルバー人材センターの会員登録や作業の依頼は下記まで
事務局　☎248‐2394　　　　　　

　10月26日、日本郵政募金会から市へ寄附金が贈ら
れました。これは熊本地震の被災者支援と被災地復興
支援のため、全国各地のネットワークを生かして郵便
局などの「ポスト募金」で集められた寄附金です。
　贈呈式には合志南･竹迫･西合志･須屋･上須屋と熊
本市北区の山東郵便局の局長が出席。代表して上須屋
郵便局の後藤邦之局長が「全国から届いた心のこもった
寄附金です」とメッセージを添えて贈りました。

全国の郵便局を通じて
心のこもった寄附

愛馬とともに合志旋風巻き起こす
2016希望郷いわて国体・全日本学生賞典障害馬術競技大会で活躍

寄附金は公共施設の復旧など有効に使わせていただきます

吉永一篤さん吉永翔司さん（左）と菊川さん（右）
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　10月27日、セミコンテクノパーク協議会が社会貢
献と同パーク内の企業間の交流を目的として、敷地内
とその周辺道路などの清掃活動を行ないました。
　これはパーク内に立地する企業17社と県立技術短期
大学校が毎年行なっているもので、ことしで15回目で
す。当日は約100人の参加者が火ばさみやゴミ袋を手
に、道路沿いの植込みや公園などを中心に空き缶や紙
くずなどを集め、爽やかな汗を流しました。

　10月30日、熊本テルサで開催された熊本県公立学
校善行児童生徒表彰式で、西合志南小学校４年生の渡
邊ひなたさん（上須屋）が表彰されました。
　渡邊さんは、２年生のころから毎朝近くの公園で地
域住民とラジオ体操や清掃活動を続けています。ま
た、学校でも地域の良さや交流の楽しさを伝えるなど、
学校と地域の交流のかけはし役を担ったことが児童生
徒の模範になると認められ、今回の表彰となりました。

　11月３日から６日、黒石団地公民館で、区の文化事
業の一環として同区の井福加代子さんの絵画展が開催
されました。井福さんは約30年前から油絵や水墨画、
日本画を描き、いくつもの作品展で入選。初めてとな
る今回の個展には、県内外から502人が来場しました。
　「発案･運搬･設営など、区の皆さんの協力のおかげ
でできた個展です。少しでも見る人の癒しになればう
れしい」と井福さん。これからも作品を描き続けます。

　10月29日、合志中学校で第４回英語チャレンジ大会
を開催し、市内小学５年生から中学３年生までの児童･生
徒114人が出場しました。個人スピーチや演劇風の発
表、熊本地震を題材にしたものなど、子どもたちは趣向を
凝らした内容を英語で表現豊かに発表しました。

最優秀賞（ゴールド賞） 
西合志第一小学校チーム　Rainbow
南ヶ丘小学校チーム　桃太郎とゆかいな仲間たち

美しい雇用環境を目指して
セミコンテクノパーク清掃活動

清掃活動地域のかけはしに
熊本県公立学校善行児童生徒表彰

見る人の心の癒しに
黒石団地で井福加代子さんの絵画展

表現豊かに
児童生徒114人が英語にチャレンジ

美しい雇用環境維持のために集まった参加者

左から惠濃教育長、渡邉さん、髙本校長井福さんと2016年二紀展入選作品「絆　親･子」（右）

発表が終わってインタビューに答える桃太郎役の脇本真慧さん
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市民のひろば

　11月８日、永江団地老人クラブ永寿会の西尾省三会
長、出口一敏副会長、河野長人元会長が市長を訪問し、
全国学校保健･安全研究大会文部科学大臣表彰式での
学校安全ボランティア活動奨励賞受賞を報告しました。
　同会の有志45人は10年の間、南ヶ丘小学校区の６カ
所で小・中学生の交通誘導を実施。西尾会長は ｢子ど
もたちとふれあい、中学生になってもあいさつを交わ
し合えることがうれしい｣ と活動の魅力を語りました。

　11月８日、株式会社ナスクの古見秀嗣さんが永田利
一社長とともに市長を訪問し、10月に山形県で行なわ
れた技能五輪全国大会での金賞受賞を報告しました。
　これは23歳以下の若手技能者が職種ごとに技を競う
大会で、古見さんは県代表として木製の扉を制作する
建具部門に出場。来年10月にはアラブ首長国連邦で開
かれる世界大会への出場が決まっており、「世界のトッ
プを狙いたい」と来年への意気込みを語りました。

　11月６日、東京都で開かれたスズキジャパンカップ
2016第33回全日本エアロビック選手権大会に、合志
中学校１年の川畑愛花里さんと合志南小学校５年の川
畑結愛さん姉妹（桜路）が出場しました。
　これは世界大会につながる日本最大級のエアロビッ
クの大会で、２人は福岡県の中学２年生松尾駿さんと
３人でチームＯＨＭ
ＵＲＡとしてユース
１トリオ部門に出
場。上位入賞は逃し
ましたが、「１月の
ジュニアオリンピッ
ク全国大会では優勝
を狙いたい」と次の
大会に向けて練習を
再開しています。

　11月17日〜18日、福井県で行なわれた第57回全国
スポーツ推進委員研究協議会で、市スポーツ推進委員
の德永泰子さん（鹿水）がスポーツ推進委員功労者文
部科学大臣表彰を受けました。
　德永さんは昭和59年から地域のスポーツ振興に尽力
し、現在もスポーツ推進委員として体操教室の指導や
各種スポーツイベントへの協力など幅広く活躍。今回
は長年の活動と功績が認められての受賞となりました。

学校安全ボランティア活動奨励賞を受賞
永江団地老人クラブ永寿会

世界一の技能者を目指して
技能五輪全国大会建具部門で金賞

夢は世界一
全日本エアロビック選手権に姉妹で出場

地域のスポーツ振興に貢献
スポーツ推進委員功労者文部科学大臣表彰

左から河野元会長、西尾会長、出口副会長。活動仲間を募集中です

左から市長、古見さん、永田社長

愛花里さん（左）と
結愛さん（右）

受賞した德永さん
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION▼
と
き
　
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

受
付　

午
前
９
時

　

開
式　

午
前
10
時

▼
と
こ
ろ

　

菊
南
温
泉
ユ
ウ
ベ
ル
ホ
テ
ル

　
（
熊
本
市
北
区
鶴
羽
田
３
‐
10
‐
１
）

▼
対
象
　
平
成
８
年
４
月
２
日
〜

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

※
市
外
在
住
の
新
成
人
も
、
当
日

受
付
を
す
れ
ば
入
場
で
き
ま

す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
住

基
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
ま
す
が
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ

て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

（
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
と
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
は
異
な
り
ま

す
）。

　

住
基
カ
ー
ド
に
よ
る
電
子
証
明

書
の
発
行
は
平
成
27
年
12
月
で
終

了
し
て
い
ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、
お
早
め

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
か
ら
カ
ー
ド
の
発
行
ま
で

１
〜
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
３

　

所
得
税
確
定
申
告
や
市
町
村
の

住
民
税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
場
合
に
平
成
28
年
中
に

支
払
っ
た
「
国
民
健
康
保
険
税
納

付
済
通
知
書
」
が
必
要
な
人
は
、

税
務
課
、
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
西
合
志
庁
舎
）、
泉
ヶ
丘
支
所
、

須
屋
支
所
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
確
認
書
類
の
例

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人

番
号
カ
ー
ド)

の
表
面
と
裏
面

の
写
し

②
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
と
運
転
免

許
証
ま
た
は
健
康
保
険
証
の
写

し
な
ど

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署 

※
自
動
音
声
２
番

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
１
２
１

　

熊
本
震
災
で
住
宅
や
家
財
な
ど

に
被
害
を
受
け
た
人
は
、
雑
損
控

除
を
は
じ
め
と
し
た
所
得
税
（
住

民
税
）
の
軽
減
な
ど
の
措
置
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
税

務
署
が
開
設
す
る
雑
損
控
除
の
申

告
書
作
成
会
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

〜
２
月
15
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土･

日
曜
日
を
除
く
。

▼
と
こ
ろ

　

Ｊ
Ａ
菊
池
中
央
支
所
２
階
会
議
室

　

(

熊
本
県
菊
池
市
隈
府
８
５
２)

※
Ｊ
Ａ
菊
池
中
央
支
所
の
駐
車
場

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
か
菊
池
税
務
署
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
の
申
告
書
作
成
を
希
望

す
る
人
は
、
雑
損
控
除
の
関
係

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
税
班（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
４

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
後
、
法
務

局
へ
の
滅
失
登
記
や
税
務
課
へ
の

解
屋
届
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

と
、
家
屋
が
な
い
の
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

早
め
に
解
屋
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
解
屋
届
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
税
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
班

　
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
４

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書

な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
た
確
定
申
告
書
な
ど
を
提
出
す

る
際
は
、
申
告
す
る
人
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す
。

書
類
と
申
告
書
作
成
に
必
要
な

関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署 

※
自
動
音
声
２
番

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
１
２
１

　

相
続
登
記
を
せ
ず
に
放
置
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
「
争
続
」
問
題

に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分

の
権
利
と
次
の
世
代
の
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
す
る
た
め
、
早
め
の

相
続
登
記
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
相
続
登
記
を
し
な
い
間
に
さ
ら

に
相
続
が
発
生
す
る
と
、
相
続

人
調
査
に
時
間
が
掛
か
り
、
手

続
き
費
用
が
高
額
に
な
る
。
ま

た
、
相
続
人
の
１
人
が
所
在
不

明
に
な
っ
た
場
合
は
、
登
記
を

含
め
相
続
手
続
き
が
極
め
て
困

難
に
な
る
。

◦
相
続
し
た
不
動
産
を
売
り
た

い
・
担
保
に
入
れ
た
い
と
き
、

す
ぐ
に
で
き
な
い
な
ど
不
利
益

に
な
る
。

◦
所
有
者
の
把
握
に
時
間
が
掛
か

り
、
防
災
や
災
害
復
旧
の
た
め

の
工
事
が
進
ま
な
い
な
ど
、
社

会
問
題
の
発
生
原
因
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

　

☎（
２
９
３
）２
２
７
２

お

知

ら

せ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）を
お
持
ち
の
人
へ

平
成
29
年

合
志
市
成
人
式
典

国
民
健
康
保
険
税

納
付
済
通
知
書
を
発
行
し
ま
す

平
成
28
年
分
確
定
申
告

雑
損
控
除
の
申
告
書
作
成
会

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
け
出
を

平
成
28
年
分
確
定
申
告
書
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
気

軽
に
集
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰

囲
気
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
介
護
を
し
て

い
る
仲
間
に
気
持
ち
を
打
ち
明
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
12
月
21
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象
　
認
知
症
の
人
、
認
知
症

の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

▼
参
加
費
　
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

　　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

１
号
被
保
険
者
が
ゆ
と
り
あ
る
老

後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
老
齢
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
個

人
年
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
人

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
１
号
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
民
年

金
の
任
意
加
入
を
し
て
い
る
人

▼
年
金
の
特
徴

①
掛
け
金
は
加
入
時
か
ら
変
わ
り

ま
せ
ん
。
加
入
す
る
プ
ラ
ン
、

年
齢
、
性
別
に
よ
っ
て
掛
け
金

が
決
ま
り
ま
す
。

②
年
金
は
一
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
、
掛
け
捨
て
に
な
り
ま

せ
ん
。

③
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

④
万
一
、
早
期
に
亡
く
な
っ
た
場

合
は
、
遺
族
一
時
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
国
民
年
金
基
金

　

☎（
３
８
７
）２
２
２
０

　

０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

　

10
月
１
日
か
ら
熊
本
県
最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃

金
は
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
１
５
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局

　

労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎（
３
５
５
）３
２
０
２

▼
申
請
期
間

　

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬
〜
31
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
政
班（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
４
４
５

　

農
地
へ
の
過
剰
な
肥
料
散
布
を

抑
制
し
、
農
作
物
の
品
質
向
上
や

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
圃
場
の
土
壌
診

断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
本
市
に
住
所
を
有
す

る
営
農
者
ま
た
は
営
農
団
体

▼
対
象
経
費
　
平
成
28
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
実
施
し

た
土
壌
診
断
に
か
か
る
経
費

（
合
志
市
内
の
圃
場
の
み
）

▼
補
助
金
の
額
　
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
、
限
度
額
は
１
カ

所
当
た
り
１
検
体
１
、０
０
０
円

※
補
助
金
額
１
０
０
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
た
額
と
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬

　

〜
２
月
28
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
政
班（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
４
４
５

　

被
災
農
業
者
向
け
の
支
援
事
業

要
望
調
査
は
12
月
19
日
㈪
で
締
め

切
り
ま
す
。
来
年
度
の
国
の
予
算

配
分
は
未
定
で
す
の
で
、
事
業
希
望

者
は
今
回
の
締
め
切
り
ま
で
に
必

要
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
農
業
販
売
額
が
年
間

50
万
円
を
超
え
る
農
業
者
で
、

修
繕
・
再
建
し
た
機
械
・
施
設

の
耐
用
年
数
以
上
に
営
農
継
続

を
確
約
で
き
る
者

▼
対
象
事
業
　
農
業
用
施
設
、
農

業
用
機
械
の
修
繕
・
再
建

▼
補
助
率

　

事
業
費
（
税
抜
額
）
の
９
割

※
補
助
額
は
対
象
物
や
条
件
な
ど

で
変
動
し
ま
す
。

▼
必
要
書
類
・
そ
の
他

　

他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
政
班（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
４
４
５

被
災
農
業
者
向
け

経
営
体
育
成
支
援
事
業

有
機
質
肥
料
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

土
壌
診
断
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

認
知
症
カ
フ
ェ

国
民
年
金
基
金
を

ご
存
じ
で
す
か

　

有
機
質
肥
料
の
流
通
を
促
進

し
、
市
内
農
地
の
地
力
増
進
・
農

業
生
産
力
向
上
な
ど
の
た
め
、
有

機
質
肥
料
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

※
有
機
質
肥
料
と
は
、
家
畜
か
ら

排
出
さ
れ
る
ふ
ん
尿
な
ど
か
ら

生
産
さ
れ
た
堆
肥
で
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
で
生
産
さ
れ
た

有
機
質
肥
料
を
平
成
28
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
購

入
し
た
本
市
在
住
の
農
家
と
そ

の
営
農
集
団

▼
対
象
経
費
　
市
内
で
生
産
さ
れ

た
有
機
質
肥
料
の
購
入
に
係
る

経
費
（
合
志
市
内
の
農
地
へ
施

肥
す
る
こ
と
が
条
件
。
ま
た
、

運
搬
・
散
布
に
係
る
経
費
は
対

象
外
）

▼
補
助
額
　
購
入
に
要
し
た
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
、
限
度
額

は
１
戸
当
た
り
15
万
円 

※
申
請
多
数
の
場
合
、
予
算
の
範

囲
内
で
金
額
を
調
整
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
①
交
付
申
請
書
②

領
収
書
写
し
③
請
求
書
④
有
機

質
肥
料
購
入
施
肥
実
施
報
告
書

（
①
③
④
の
様
式
は
農
政
課
に

あ
り
ま
す
）

※
購
入
し
た
分
を
一
括
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
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頭
と
体
の
元
気
づ
く
り
を
し
た

い
人
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、
健
康

づ
く
り
・
認
知
症
予
防
に
取
り
組

み
ま
せ
ん
か
。
自
宅
近
く
の
目
印

と
な
る
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
と
き

　

平
成
29
年
１
月
13
日
㈮

　

〜
３
月
30
日
㈭

　

毎
週
木
曜
日
（
全
12
回
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
毎
月
第
２
木
曜
日
は
、
施
設
休
館

日
の
た
め
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
　
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

　

２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

▼
対
象
　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限

が
な
い
人
（
先
着
25
人
）

※
今
ま
で
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

人
が
対
象
で
す
。

▼
内
容
　
貯
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
（
認
知
症
予
防

と
運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
）

▼
参
加
費
　
１
回
２
０
０
円

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

運
動
靴
、
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課　

包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
班（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
２
４

▼
と
き
　
12
月
17
日
㈯

　

午
前
９
時
20
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
弁
天
山
公
園

※
集
合
は
公
園
駐
車
場

▼
定
員
　
先
着
30
人

▼
服
装
　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
森

を
歩
け
る
靴
、
帽
子
、
手
袋
、

雨
具
（
雨
天
時
）
な
ど

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

水
筒
（
飲
み
物
）、
タ
オ
ル
、
メ

モ
、
筆
記
具
な
ど

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
窓
口
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
都
市
計
画

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

12
月
14
日
㈬　

午
後
５
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

　

FAX（
２
４
２
）３
１
２
９

　

就
農
に
必
要
な
栽
培
技
術
や
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
基
礎

か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
研
修
コ
ー
ス
・
対
象
者

▼
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
や
肥

料
代
な
ど
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

平
成
29
年
度　
農
業
大
学
校

新
規
就
農
者
支
援
研
修
生
募
集

男
性
料
理
教
室

参
加
者
募
集

弁
天
山
公
園
自
然
観
察
会
＆

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

65
歳
以
上
限
定
（
送
迎
付
き
）

元
気
ア
ッ
プ
教
室
受
講
者
募
集

家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

募
　
集

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に

役
立
つ
情
報
や
介
護
の
ポ
イ
ン

ト
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

講
座
Ⅰ

　
「
安
心
で
き
る
在
宅
介
護
の
基
本
」

　

食
事
・
排
泄
・
口
腔
ケ
ア

　

平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

講
座
Ⅱ

　
「
あ
わ
て
な
い
！
あ
な
た
に
も
で

き
る
緊
急
時
の
対
応
」

　

救
急
処
置
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

　

平
成
29
年
１
月
27
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

講
座
Ⅲ

　
「
あ
な
た
を
守
る
福
祉
制
度
」

　

福
祉
制
度
や
福
祉
用
具

　

平
成
29
年
２
月
３
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

ふ
れ
あ
い
館　

交
流
ホ
ー
ル

▼
定
員
　
先
着
30
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限

　

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会　

生
活
支

援
課(

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
福
祉
会
館)

　

☎（
２
４
８
）２
６
２
５

▼
申
込
方
法
　
所
定
の
願
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

※
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
農
業
大
学
校　

研
修
部

　

〒
８
６
１
‐
１
１
１
３

　

栄
３
８
０
５

　

☎（
２
４
８
）６
６
０
０

　

お
い
し
く
て
体
に
良
い
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性
同
士

で
楽
し
く
料
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き

　

平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
男
性

▼
内
容
　
調
理
実
習
・
試
食

▼
募
集
人
数
　
先
着
15
人

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

▼
申
込
期
間
　
12
月
12
日
㈪

　

〜
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
健
康
づ
く
り

推
進
課
健
康
推
進
班
内
）

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

研修コース（対象） 受講日・受講期間 定員 研修の特徴・対象

プロ経営者コース
（就農予定時に45歳未満の人）

週５日　㈪〜㈮
４月〜３月
８：50〜16：20

10人
即戦力として農業経営を目
指す人（青年就農給付金

〈準備型〉を受給できます）

実践農業コース
（平成29年４月１日現在で63
歳以下の人）

週３日　㈪・㈬・㈮
４月〜12月
８：50〜16：20

40人
農産物販売を目指す人（共
同管理の圃場で研修しま
す）

特別セミナー
聴講コース（座学のみ）

毎月１回（全８回）
原則第４水曜日
13：30〜16：00

15人
農業で生計を立てることを
目指す人で、特別セミナー
のみ聴講する人

広報こうし 2016.12 26



インフォメーション

I N F O R M A T I O N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.tel.co

.jp
/tkl/

▼
対
象
　
合
志
市
・
菊
陽
町
・
大

津
町
で
次
の
活
動
を
行
な
う
、

ま
た
は
行
な
お
う
と
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
非
営
利
団
体

◦
保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉
の
増

進
の
た
め
の
活
動

◦
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
活
動

◦
学
術
、
文
化
、
芸
術
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
活
動

◦
環
境
保
全
の
た
め
の
活
動

◦
地
域
安
全
活
動

◦
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動

▼
助
成
内
容 
既
存
事
業
を
改

善
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
資

金
、
新
規
事
業
資
金
の
全
部
ま

た
は
一
部

▼
助
成
金
額
　
最
高
30
万
円
／
件

▼
応
募
期
限
　
12
月
23
日
㈮
㈷

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支
援
事
業
事
務
局

　

☎（
３
４
９
）５
５
０
０

　

求
職
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）。
一
定
の
条

件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど

を
受
け
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け

　

突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
応
急
手
当
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

　

警
防
課
救
急
係

　

☎（
２
３
２
）９
３
４
９

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

地
域
の
社
会
的
課
題
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
非
営
利
団
体
の
事
業
を
対
象
に

資
金
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

定
期
普
通
救
命
講
習

２
０
１
６
年
度　
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
九
州　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支
援
事
業

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

　

平
成
29
年
２
月
１
日
㈬

　

〜
７
月
27
日
㈭

▼
と
こ
ろ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

　
（
須
屋
２
５
０
５
‐
３
）

▼
訓
練
科
目

　

福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科

▼
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
５

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
現

在
、
平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
の
分

野
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
資
料

請
求
は
無
料
で
す
。

▼
出
願
期
限
　

　

第
１
回　

２
月
28
日
㈫

　

第
２
回　

３
月
20
日
㈪
㈷

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
１
）０
８
６
０

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.o

uj.ac.jp

ことぶき教養大学１月学習会
ひろのば体操〜いつまでも元気に歩ける体づくり〜

第５回子ども歴史・科学体験教室
合志の歴史を知ろう

　つらい肩こりや腰痛・膝痛など、身体の不調の
主な原因は「姿勢不良」、つまり身体の歪みだと言
われています。菊池市地域健康プランナーの北里
嘉幸さんをお招きして、足指を伸ばして、いつま
でもいきいきと元気に歩く方法を学びませんか。
参加無料。申し込みは不要です。

●と　き　平成29年１月25日㈬
　　　　　午前10時〜11時30分
●ところ　御代志市民センター　講堂
●対　象　ことぶき教養大学講座生
　　　　　（一般の人も受講できます）
●問い合わせ先
　生涯学習課 生涯学習班（ヴィーブル）
　☎248-5555

　合志市内の文化財をバスで巡ります。縄文時代
から昭和の時代まで、合志の歴史を自分の目で確
かめましょう。参加費は無料です。
見学場所　二子山石器製作遺跡、黒松古墳群
合志義塾跡、竹迫城跡公園、豊岡宮本横穴群

●と　き　12月26日㈪	 午前９時〜正午
　◦ヴィーブル	 午前８時45分出発
　◦御代志市民センター	 午前９時出発
●対　象　市内の小学４〜６年生（30人）
　　　　　応募者多数の場合は抽選
●申込方法　電話でお申し込みください。
●申込期限　12月16日㈮　午後５時
●申し込み・問い合わせ先
　生涯学習課 生涯学習班（ヴィーブル）
　☎248-5555

放
送
大
学
４
月
生
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

とき ところ 定員

12月21日㈬
  1月25日㈬
  2月22日㈬
  3月22日㈬

西消防署
（合志市合生4107-1）

30人

  1月11日㈬
  2月  8日㈬
  3月  8日㈬

北消防署
（菊池市赤星2080）

※時間はいずれも午前９時〜正午
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図書館だより

『みんなと仲よくなる菜根譚』
野村　茂夫　監修

リベラル社　刊

『なぜ、マツコ・デラックスは
言いたい放題でも人に好かれるのか？』

内藤　誼人　著
廣済堂出版　刊

　現在、テレビで多数の冠番組を抱え大活
躍しているマツコ・デラックスさんは、毒
舌を吐きながらも多くの人に好感をもたれ
ている。なぜマツコさんは人の心をつかむ
のがうまいのか。具体的に、どういうやり

方で人を引きつけているのか。
　本書は、マツコさんの言動の一つ一つを分析し、その秘密を
解明することによって、誰もが対人関係の場で活用できる人心
掌握のテクニックを紹介している。興味のある人は、マツコ流
コミュニケーション術をのぞいてみては。

一般書

児童書

あなた	 河野　裕子　著
金メダル男	 内村　光良　著
ファミリア創業者坂野惇子	 中野　明　著
魂の沃野　上・下	 北方　謙三　著
虹のふもと	 堂場　瞬一　著
私のスポットライト	 林　真理子　著
ＶＳ.こち亀	 秋本　治　原作
破婚	 及川　眠子　著
森の人々	 ハニヤ・ヤナギハラ　著
石牟礼道子『苦海浄土』	 若松　英輔　著
農家が教えるハウス・温室無敵のメンテ術	 農文協　編
安心みそ汁365	 村上　祥子　著
ニュースがわかる基礎用語　2017年版	 清水書院編集部　編
ＬＤの子の読み書き支援がわかる本	 小池　敏英　監修
励み場	 青山　文平　著
評伝天草五十人衆	 天草学研究会　編

わたしがここにいる理由	 片川　優子　作
ギュレギュレ！	 斉藤　洋　作
10分で読めるはじめての落語	 土門　トキオ　文
こどものとうひょう　おとなのせんきょ	 かこ　さとし　著
レオナルド・ダ・ヴィンチ	 ポール・ロケット　著
ブーツをはいたキティのおはなし	 ビアトリクス・ポター　さく
くらのそとのお針箱	 水沢　いおり　作
日本の世界遺産	 山口　正　監修
私が今日も、泳ぐ理由	 金治　直美　文
動物と話せる少女リリアーネ　11	 タニヤ・シュテーブナー　著
ニット帽の天使	 オトフリート・プロイスラー　作
いつも心の中に	 小手鞠　るい　作
まいごのアローおうちにかえる	 竹下　文子　作
笑われたくない！	 手嶋　ひろ美　作
よむプラネタリウム秋の星空案内	 野崎　洋子　文
学校犬バディが教えてくれたこと	 吉田　太郎　著

新刊お薦め ★★★新着本

　今から400年ほど前に書かれた中国の古
典「菜根譚」を子ども向けに超訳した本
書。子どもも大人も周りの人たちと上手に
付き合い、いい人間関係をつくりたいとい

う思いは同じである。そのためにはどのように考え、行動した
らいいか。
　みんなと仲良くするために役立つヒントがたくさん詰まった
一冊。リーダーの書ともいわれる「菜根譚」が子どものために
読みやすく書かれている。大人が読んでも役に立つ教訓に出会
えるはず。

西合志図書館
おはなし会 
と　き	 毎週土・日曜日午後2時～ 
ところ	 おはなしの部屋 
※12月17日㈯はありません。

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会 
と　き　12月15日㈭　午前11時〜（30分程度）
ところ　集会室

朗読を楽しむ 
と　き	 12月17日㈯　午前11時〜 
ところ	 おはなしの部屋

マインドシアター 
と　き　12月17日㈯　午後2時～ 
ところ　集会室 
題　名　「3匹の子ぶた」（約60分）

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます
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移動図書館車巡回ひまわりドンちゃん号
※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

12月13日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

12月20日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区５棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

1月10日
（火）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

12月14日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

1月6日
（金）

菊香園２号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

1月11日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

●と　き　12月13日㈫　午後７時〜９時

●ところ　西合志図書館　天文台

●問い合わせ先　西合志図書館

●と 　 き　毎週土曜日 
　　　　　　午後７時〜９時30分 
	 　　（受付は午後９時まで）

●と こ ろ　西合志図書館　天文台

※雨天・曇天の場合は中止します。

●問い合わせ先　西合志図書館

ふたご座流星群特別観望会星空観望会

12月の星空
　12月13日ふたご座流星群、12月22
日こぐま座流星群、1月3日しぶんぎ座
流星群と、流れ星が多く見られる時期
です。温かい服装で観察しましょう。

西合志図書館 ☎ 242-5555　 泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315　 ヴィーブル図書館 ☎ 248-5754
※ヴィーブル図書館は休館中です。みどり館仮設図書館をご利用ください。問い合わせはヴィーブル図書館まで。
※12・１月の休館日は35ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

●対象　次の全てを満たす人
◦市内に住所があり、市立図書館利用登録をしている人
◦身体障害者手帳（1級〜3級）を持ち、来館が困難である

と認められる人
◦上記に準じる人で、郵送貸し出し以外に図書館の利用が

困難と認められる人
●登録方法
　本人または代理人による申請が必要です。西合志図書館

カウンターに身体障害者手帳をお持ちください。
　（郵送での申請もできます）

●貸し出し方法
　貸し出しの申し込みは、電話・ファクス・インターネッ

ト（事前登録が必要）などで、１度に５冊まで（重量３
㌔未満）、30日を限度に借りることができます。

※送料は市立図書館が負担します。
　詳しくはお尋ねください。
●申し込み・問い合わせ先
　西合志図書館
　〒861-1104　御代志1661-265

障がいなどで来館が困難な人に郵送貸し出しを行なっています

12月28日㈬〜1月4日㈬は休館します。開館は1月5日㈭からです。
●年末年始の休館中は、図書と雑誌のみ各館の返却ポストに返却できます。
●ＣＤやビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は、破損の恐れがありますので必ず開館日にカウンターに返却してください。

●返却ポストの場所
◦西合志図書館････････････････････正面玄関左側
◦ヴィーブル図書館･･･････････････ヴィーブル正面玄関左側
◦泉ヶ丘市民センター図書館････12月29日〜1月3日は施設休館のため返却できません。
◦須屋市民センター･･･････････････12月28日〜1月4日は施設休館のため返却できません。

年末・年始休館中の資料の返却

郵便バイクの郵便配達員
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だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援
するところです。行事の詳しい内容は各児童館に
お問い合わせください。なお、合志市子育てサイ
トに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/ 消

費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こちら

こん
にちは解

説
　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
、
ま
た
は
送
り

付
け
商
法
と
呼
ば
れ
ま
す
。
過
去
に
取
り
引

き
が
あ
っ
た
事
業
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
強

引
に
勧
誘
し
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
す
る
と
、

購
入
し
た
も
の
と
見
な
し
て
申
し
込
ん
だ
覚

え
が
な
い
商
品
を
一
方
的
に
送
り
つ
け
、
代

金
を
請
求
し
ま
す
。

対
策

　

送
り
付
け
商
法
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、

商
品
を
事
業
者
負
担
の
着
払
い
で
返
送
し
、

支
払
っ
た
代
金
は
書
面
通
知
で
返
金
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◦
不
要
な
ら
「
要
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り

断
わ
り
、
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
場

合
は
受
け
取
り
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

◦
カ
ニ
な
ど
の
生
鮮
食
品
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
。

◦
商
品
が
届
い
た
日
か
ら
14
日
を
経
過
す
る

ま
で
使
用
・
消
費
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
後

は
自
由
に
処
分
で
き
ま
す
。
ま
た
、
業
者

へ
連
絡
を
入
れ
た
日
か
ら
７
日
を
経
過
し

た
場
合
も
同
様
で
す
。

◦
購
入
す
る
際
は
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

日
時
、
事
業
者
の
名
称
、
担
当
者
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
商
品
の
種
類
、
数
量
、

価
格
、
送
料
、
支
払
方
法
、
送
付
予
定
日

あ
る
い
は
受
取
予
定
日
な
ど
、
メ
モ
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

強
引
な
電
話
勧
誘
・

送
り
付
け
商
法
に
ご
注
意

相
談
事
例

　

宅
配
会
社
の
代
引
配
達
で
海
産
物
が
届

い
た
。つ
い
代
金
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
が
家
族

に
聞
く
と
誰
も
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
。
ま

だ
食
べ
て
い
な
い
の
で
返
品
し
た
い
と
業
者

に
連
絡
を
入
れ
る
と
、注
文
し
た
伝
票
が
あ

る
と
い
わ
れ
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。	

（
60
歳
代　

女
性
）

　

突
然
電
話
が
あ
り
「
カ
ニ
が
入
り
ま
し

た
。
産
地
直
送
で
送
り
ま
す
」
と
、
承
諾
も

し
て
い
な
い
の
に
強
引
に
自
宅
に
送
り
付
け

ら
れ
、
代
金
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
記
念
碑
は
、
御
代
志

の
若
原
公
民
館
に
あ
る
「
開
拓
記
念

碑
」
で
す
。

　

戦
前
ま
で
こ
の
地
域
は
一
面
ク
ヌ
ギ

林
で
、
何
度
か
試
み
ら
れ
た
開
墾
も
、

土
地
が
や
せ
用
水
が
な
か
っ
た
た
め
こ

と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

太
平
洋
戦
争
さ
な
か
の
昭
和
17
（
１

９
４
２
）
年
３
月
、
国
民
の
食
料
の
確

保
も
ま
た
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て

「
農
地
開
発
営
団
西
合
志
郷
」
が
結
成

さ
れ
、
開
墾
が
始
ま
り
ま
し
た
。
熊
本

市
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
11
戸
、
48

人
が
入
植
し
ま
し
た
が
、
水
が
乏
し
か

っ
た
た
め
種
を
ま
い
て
も
実
り
が
な

く
、
労
働
の
汗
を
洗
い
流
す
水
も
な
い

実
情
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
一
致
団
結
し
て
困
難
を
克
服
し
、
１

３
０
町
歩
（
約
１
２
９
㏊
）
が
開
墾
さ

れ
ま
し
た
。
３
年
後
の
秋
に
は
陸
稲
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
ほ
か
里
芋
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
ス
イ
カ
な
ど
が
収
穫
さ
れ
、
初
め

て
村
祭
り
が
行
な
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

戦
後
、
引
揚
者
、
復
員
軍
人
な
ど
新

た
に
１
０
８
戸
が
入
植
し
て
開
拓
農
協

も
設
立
さ
れ
、
安
定
し
た
農
業
経
営
へ

と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
地
域
は
住
宅
地
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
開
拓
者
の
尊
い
汗
と
熱

い
涙
で
打
ち
立
て
た
誇
ら
し
い
業
績
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
49
（
１
９

７
４
）
年
３
月
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
内
に
は
開
拓
に
関
す
る
記

念
碑
と
し
て
南
群
の
開
拓
碑
、
須
屋
の

新
開
開
拓
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
歴
史
発
見

第
61
回

合
志
市
内
の
記
念
碑
⑥

　
開
拓
記
念
碑

若原公民館敷地内にある開拓記念碑
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だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援
するところです。行事の詳しい内容は各児童館に
お問い合わせください。なお、合志市子育てサイ
トに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

●お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。　●12月29日〜１月３日は休館です。

東児童館	 ☎248-5203
開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
　　　　　（冬休み期間は日曜休館）

西児童館（ふれあい館内）
	 ☎242-7008

開館時間／午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（日曜日は午前９時〜午後５時15分）
休 館 日／第４月曜日、祝日

たのしくデコレーション！
クッキーにアイシングしよう
◦と 　 き	 平成29年１月22日㈰　午前10時〜正午
◦対 　 象	 小・中学生、小・中学生の親子（先着10組）
◦参 加 費	 １人300円（当日集めます）
◦持ってくるもの　エプロン、三角巾、タオル、飲み物
◦申込開始	 12月22日㈭　午前10時〜	  

東児童館窓口または電話で受け付けます。

伝統行事「どんどや」を家族で体験しよう！
◦と 　 き	 平成29年１月14日㈯	  

午前10時15分〜正午
◦と こ ろ	 黒石区プレーパーク近くの畑　　 

（雨天時は中止）
◦対 　 象	 誰でも参加できます（先着30人程度）
◦参 加 費	 無料
◦持ってくるもの　正月飾り（針金などははずし

てください）、タオル、軍手、飲み物、防寒具、
餅、アルミホイル、はしなど

◦申込開始	 12月15日㈭　午前９時〜
　ふれあい館窓口または電話で受け付けます。

親子でチャレンジ！初めての茶道
◦と 　 き	 平成29年１月28日㈯	  

午前10時30分〜正午
◦と こ ろ	 ふれあい館
◦対 　 象	 ４歳以上の親子（先着10組程度） 

小・中学生は子どもだけでも参加
できます。

◦参 加 費　１人300円
◦持ってくるもの　白いくつ下（持っている人のみ）
◦申込開始　平成29年１月10日㈫　午前９時〜

電話での仮予約可。ふれあい館で入金後、本
受付となります。

アートキャンドルでクリスマスをかざろう
◦と 　 き	 12月24日㈯　午前10時〜正午
◦対 　 象	 小学生（先着15人）
◦参 加 費	 300円
◦申込開始	 12月９日㈮　午後４時〜
※児童館窓口に入金後、受付になります。(電話での予約不可)

泉ヶ丘市民センター児童館
	 ☎248-3453

開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
　　　　　（冬休み期間は日曜休館）
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①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

11月号の答え
12月号

　上・下の絵から「７つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送
ってください。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

◦締め切り	 12月28日㈬ 必着

◦応募方法	 はがきに必要事項を記入して、	  
	 ご応募ください。

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554 FAX 342‐5550
ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

☎342-5554 営）午前9時～午後7時 休）毎月第2木曜日
クラッシーノ・マルシェ

★お得な最新情報はこちらのＱＲコードからどうぞ！

アプリ

ル ☎

通販サイト クラッシーノ・マルシェ
http://www.klassino-koshi.jp/marche/
フリーダイヤ 0120-015-254

通販サイト

くまもと
半熟よーぐるちょ

3,800円（税･送料込）
180ｇ×2個、450ｇ×2個

全国でも珍しい熟成させる
ヨーグルト。濃厚2層式の無
添加ヨーグルトは１度食べ
たらやみつきです。

上天草市ブランド認証品
海セット
4,500円（税･送料込）

天草鯛の西京漬け、出世魚の甘酢漬け、
たこまぶし、天草いりこ、乾燥わかめ

上天草市ブランド認証品を詰
め合わせました。天草自慢の
新鮮な魚の加工品は絶品。

まだ間に合う！まだ間に合う！お歳暮ギフトお歳暮ギフト

●通販サイト注文受付 12月26日㈪午後５時まで
●発送期間 12月28日㈬まで

贈って喜ばれる商品を厳選しました。
このほかの商品は通販サイトをチェック！

※合志ブランド認証品の一つです。

歳 大 出
12月26日㈪～31日㈯

営業時間 午前９時～午後７時
※31日㈯は午後４時まで

お正月に欠かせない品を大量入荷！馬刺しやからし
蓮根、手づくりの白餅などもご用意します。

しめ縄

正月花 鏡餅

生鮮品

九州北部地方では「よか嫁（いい嫁）ぶりですよ」
という意味を込めて、結婚して初めての正月に嫁方
へブリを贈る慣習があります。「嫁ブリ」は欠かせ
ない縁起物です。

年末年始の営業時間
12月31日㈯ 午前９時～午後４時
１月１日㈰～３日㈫ 店休日
１月４日㈬ 初売り 午前９時～午後７時
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消費生活センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442 ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
生活支援相談センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020 ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
女性・子どもに関する相談 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240 ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
黒石原演習場関係 総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

合志市役所
合志庁舎･･････････☎ 248－1111㈹
〒861-1195 合志市竹迫2140
西合志庁舎･･･････☎ 242－1111㈹
〒861-1193 合志市御代志1661-1

須屋支所･･･････････････ ☎ 345－4400
泉ヶ丘支所（市民センター）･･･ ☎ 248－3453
御代志市民センター･･ ☎ 242－1190
ヴィーブル････････････ ☎ 248－5555
みどり館･･･････････････ ☎ 248－0400

ふれあい館････････････ ☎ 242－7000
三つの木の家･････････ ☎ 248－6277
老人憩の家････････････ ☎ 242－2030
西合志図書館･････････ ☎ 242－5555
ヴィーブル図書館･･･ ☎ 248－5754

ユーパレス弁天･･････ ☎ 348－2626
人権ふれあいセンター･･ ☎ 248－3893
合生文化会館･････････ ☎ 242－3218

問
い
合
わ
せ
先

カレンダーお知らせ
2016年12月

▲

2017年１月

12/ 1 木 2 金 3 土
法律・心配ごと相
談■社
10:00〜14:30
泉ヶ丘市民センター
３歳児健診■健
13：15〜13：45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

献血■健
9:30〜12:00
西合志庁舎

星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

4 日 5 月 6 火 7 水 8 木 9 金 10 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

特設人権相談所■人
10:00〜15:00
泉ヶ丘市民センター
ふれあい館
３歳児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

人権フェスティバ
ル■人
9:30〜12:00
御代志市民センター
星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

11 日 12 月 13 火 14 水 15 木 16 金 17 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00
泉ヶ丘市民センター

ふたご座流星群特
別観望会■西
19:00〜21:00
西合志図書館天文台

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館
こころの相談■健
13:45～要予約
西合志庁舎

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

18 日 19 月 20 火 21 水 22 木 23 金 24 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

栄養教室■健
10:30〜
ふれあい館

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
西合志庁舎
７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター
ブックスタート■ヴ
14:00〜16:30
泉ヶ丘市民センター

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
ブックスタート■西
14:00〜16:30
ふれあい館

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎ 休◆

25 日 26 月 27 火 28 水 29 木 30 金 31 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

休●★◆■ 休◎ 休●★ 休●★◆◎ 休●★◆◎ 休●★◆◎■
１/ 1 日 2 月 3 火 4 水 5 木 6 金 7 土

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

合志市健康カントリ
ーマラソン大会■生
7:45〜12:30
農業公園カントリーパーク
星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆◎■ 休●★◆◎■ 休●★◆◎■ 休●★

■市 市民課 ☎ 248－1113　■税 税務課 ☎ 248－1114　■健 健康づくり推進課 ☎ 242－1183　■生 生涯学習課 ☎ 248－5555　■人 人権啓発教育課 ☎ 242－1190　
■西 西合志図書館 ☎ 242－5555　■ヴ ヴィーブル図書館 ☎ 248－5754　■社 合志市社会福祉協議会 ☎ 242－7000

市県民税	 第７期
国民健康保険税	 第７期	の納期限は12月28日㈬です
固定資産税	 第７期	 口座振替は12月26日㈪です

●コミュニティ施設（御代志・須屋・黒石市民センター）

★市立図書館休館  ◆ふれあい館休館  ◎みどり館休館  ■老人憩の家休館
※ヴィーブルと野々島公民館は、当分の間休館します。
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●申し込み・問い合わせ先　総務課　総務・男女共同参画班（合志庁舎）　☎248−1112

　

早
い
も
の
で
、
も
う
師
走
で
す
。
今
月
号
で

は
小
学
校
と
地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
12
月
で
な
く
て
も
先
生
方
は
お
忙
し
そ

う
で
し
た
。
授
業
以
外
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
時
間
を
確
保
し
な
が
ら
授
業
研
究
や
研

究
発
表
に
取
り
組
み
、
地
域
行
事
な
ど
に
も
参

加
。
お
ま
け
に
本
紙
の
特
集
に
ま
で
快
く
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
先
生
方
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
皆
さ
ん
話
し
方
が
柔
ら
か
く
、

優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
。「
あ
あ
い
う
人
に
な
り

た
い
」
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
月
号
で
募
集
し
ま
し
た
「
お

気
に
入
り
の
美
し
い
景
色
」
に
は
、
お
便
り
や

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
合
志
市

の
一
面
を
知
り
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
ほ
ん
の

少
し
で
す
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
冬
の
景
色
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。	

○仁
※10月末現在

　（　）内は前月比

動きの

December
2 0 1 6
12月号

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
h
ttp

://w
w

w
.city.k

o
sh

i.lg
.jp

Ｅ
メ

ー
ル

／
k
ik

a
k
u
@

city.k
o
sh

i.lg
.jp

発
行

日
／

平
成

2
8
年

1
2
月

１
日

人　口 60,558 （＋87）

世　帯 23,254 （＋22）
出生････････････････ 72	 （＋21）
死亡････････････････ 36	 （−6）
転入･･････････････ 198	 （＋45）
転出･･････････････ 147	 （＋3）

平成28年度合志市男女共同参画まちづくり講座

と　き プログラム

ところ

平成29年

午後１時30分～３時30分

手話通訳・託児あり

託児…１歳～就学前の幼児(先着10人)
１月10日㈫までにお申し込みください。

●子供向けイベント広場併設
読み聞かせ ／ ニュースポーツ教室 ／ ブレイクダンス体験教室

１月21日㈯

御代志市民センター 講堂

13：00	 開場（受付開始）

13：30	 開会 
	 オープニング 
	 (栄保育園)

13：45	 主催者あいさつ（市長）

13：50	 パネルディスカッション

15：30	 閉会

●パネルディスカッション
　「ワーク・ライフ・バランス～しあわせな合志市をつくろう！～」をテーマに、

パネリスト６人が合志市で実践する「自分らしい生き方」について意見を交わし

ます。この機会に、育児・介護・学習・趣味・地域活動など自分の生活と、仕事

とのバランスの在り方、毎日を充実させる過ごし方を考えてみませんか。

コーディネーター
男女共同参画推進懇話会
会長　塚本　薫

合志中部保育園園長

福嶋 義信さん

㈱緒方エッグファーム

緒方 幸代さん

ぽっかぽかすずかけ

佐藤 昭男さん

熊本YMCA

丸目 陽子さん

市民代表

米田 稔さん

市民代表

宮野 美樹さん

フェスティバル
気づ
き

　う
なず
き

入場
無料


